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(57)【要約】
【課題】表示品位を改善する。
【解決手段】液晶表示装置１０は、画素電極２４と、画
素電極２４に対して第２層間絶縁膜３９を介して少なく
とも一部が重畳するよう配される共通電極２５と、共通
電極２５を分割してなり、位置入力を行う位置入力体で
ある指との間で静電容量を形成し、位置入力体である指
による入力位置を検出する複数のタッチ電極３０と、タ
ッチ電極３０に接続されてタッチ信号とタッチ電極３０
を基準電位にする共通信号とを時分割して供給するタッ
チ配線３１と、駆動信号が伝送される第１配線４１と、
第１配線４１と交差するよう延在する第２配線４２と、
第１配線４１、第２配線４２及びタッチ電極３０に接続
されて第１配線４１に伝送される駆動信号により駆動さ
れると第２配線４２をタッチ電極３０に接続するＴＦＴ
５０と、を備える。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素電極と、
　前記画素電極に対して絶縁膜を介して少なくとも一部が重畳するよう配される共通電極
と、
　前記共通電極を分割してなり、位置入力を行う位置入力体との間で静電容量を形成し、
前記位置入力体による入力位置を検出する複数の位置検出電極と、
　前記位置検出電極に接続されて位置検出信号と前記位置検出電極を基準電位にする共通
信号とを時分割して供給する位置検出配線と、
　駆動信号が伝送される第１配線と、
　前記第１配線と交差するよう延在する第２配線と、
　前記第１配線、前記第２配線及び前記位置検出電極に接続されて前記第１配線に伝送さ
れる前記駆動信号により駆動されると前記第２配線を前記位置検出電極に接続するスイッ
チング素子と、を備える位置入力機能付き表示装置。
【請求項２】
　前記共通信号を供給する共通信号供給部と、前記第１配線に並行するよう延在していて
前記第２配線に接続される第３配線と、を備えており、
　前記第２配線及び前記第３配線の少なくとも一方は、前記共通信号供給部に接続されて
いる請求項１記載の位置入力機能付き表示装置。
【請求項３】
　前記第２配線及び前記第３配線は、それぞれ前記共通信号供給部に接続されている請求
項２記載の位置入力機能付き表示装置。
【請求項４】
　前記共通信号供給部には、前記第２配線及び前記第３配線のうちの一方が非接続とされ
て他方が選択的に接続されている請求項２記載の位置入力機能付き表示装置。
【請求項５】
　前記第３配線は、前記第２配線の延在方向について隣り合う前記位置検出電極の間に配
される請求項２から請求項４のいずれか１項に記載の位置入力機能付き表示装置。
【請求項６】
　前記第２配線は、前記第１配線の延在方向について隣り合う前記位置検出電極の間に配
されている請求項２から請求項５のいずれか１項に記載の位置入力機能付き表示装置。
【請求項７】
　前記スイッチング素子は、前記第１配線と、前記第２配線と、前記第２配線を挟む少な
くとも２つの前記位置検出電極と、にそれぞれ接続されるよう少なくとも２つが設けられ
ている請求項６記載の位置入力機能付き表示装置。
【請求項８】
　前記第１配線に並行するよう延在していて走査信号を伝送する走査配線と、
　前記第２配線に並行するよう延在していて画像信号を伝送する信号配線と、
　前記走査配線、前記信号配線及び前記画素電極に接続されて前記走査配線に伝送される
前記走査信号により駆動されて前記信号配線に伝送される前記画像信号を前記画素電極に
供給する画素スイッチング素子と、
　前記走査配線に接続されて前記走査配線に前記走査信号を供給する走査信号供給部と、
　前記走査信号供給部に隣り合って配されて前記第２配線に並行するよう延在していて前
記第１配線に接続されて前記第１配線に前記駆動信号を供給する駆動信号供給部と、を備
える請求項２から請求項７のいずれか１項に記載の位置入力機能付き表示装置。
【請求項９】
　前記第１配線に並行するよう延在していて走査信号を伝送する走査配線と、
　前記第２配線に並行するよう延在していて画像信号を伝送する信号配線と、
　前記走査配線、前記信号配線及び前記画素電極に接続されて前記走査配線に伝送される
前記走査信号により駆動されて前記信号配線に伝送される前記画像信号を前記画素電極に
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供給する画素スイッチング素子と、
　前記第１配線に接続されて前記第１配線に前記駆動信号を供給する駆動信号供給部と、
を備えており、
　前記駆動信号供給部は、前記走査配線に前記走査信号が伝送される前のタイミングで前
記第１配線に前記駆動信号を供給し、前記走査配線に前記走査信号が伝送されている間は
前記第１配線に前記駆動信号を供給することがない請求項２から請求項８のいずれか１項
に記載の位置入力機能付き表示装置。
【請求項１０】
　前記第１配線に並行するよう延在していて走査信号を伝送する走査配線と、
　前記第２配線に並行するよう延在していて画像信号を伝送する信号配線と、
　前記走査配線、前記信号配線及び前記画素電極に接続されて前記走査配線に伝送される
前記走査信号により駆動されて前記信号配線に伝送される前記画像信号を前記画素電極に
供給する画素スイッチング素子と、
　前記第１配線に接続されて前記第１配線に前記駆動信号を供給する駆動信号供給部と、
を備えており、
　前記駆動信号供給部は、前記走査配線に前記走査信号が伝送されている間、前記第１配
線に前記駆動信号を供給し続ける請求項２から請求項８のいずれか１項に記載の位置入力
機能付き表示装置。
【請求項１１】
　前記スイッチング素子は、前記第２配線と複数の前記位置検出電極とを接続するよう複
数が配されており、
　前記第２配線は、複数の前記スイッチング素子を介して複数の前記位置検出電極に対し
て接続されている請求項１記載の位置入力機能付き表示装置。
【請求項１２】
　前記第２配線は、前記第１配線の延在方向について複数が間隔を空けて配されおり、
　前記第１配線に並行するよう延在していて複数の前記第２配線に接続される第３配線を
備えており、
　前記第１配線は、前記第２配線を複数の前記位置検出電極に接続する複数の前記スイッ
チング素子に対して接続されている請求項１１記載の位置入力機能付き表示装置。
【請求項１３】
　前記第１配線に並行するよう延在していて走査信号を伝送する走査配線と、
　前記第２配線に並行するよう延在していて画像信号を伝送する信号配線と、
　前記走査配線、前記信号配線及び前記画素電極に接続されて前記走査配線に伝送される
前記走査信号により駆動されて前記信号配線に伝送される前記画像信号を前記画素電極に
供給する画素スイッチング素子と、
　前記走査配線及び前記第１配線に接続されて前記走査配線に前記走査信号を、前記第１
配線に前記駆動信号を、それぞれ供給する信号供給部と、を備える請求項１２記載の位置
入力機能付き表示装置。
【請求項１４】
　前記位置検出配線に前記位置検出信号と前記共通信号とを時分割して供給する第２の信
号供給部を備えており、
　前記走査配線及び前記第１配線は、前記第２配線の延在方向について複数ずつが間隔を
空けて並んで配されており、
　前記信号供給部は、複数ずつの前記走査配線及び前記第１配線を、前記第２配線の延在
方向ついての一端から他端へ向けて順次に走査する形で前記走査信号及び前記駆動信号の
供給を行うようにしており、
　前記第２の信号供給部は、前記信号供給部による走査が行われる間は前記位置検出配線
に前記共通信号を供給し、前記信号供給部による走査が行われる途中のタイミングと、前
記信号供給部による走査が前記他端に達したタイミングと、で前記位置検出配線に位置検
出信号を供給する請求項１３記載の位置入力機能付き表示装置。
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【請求項１５】
　前記第３配線は、前記第２配線の延在方向について複数が間隔を空けて配されており、
　前記第２配線は、互いに異なる前記第３配線に接続される複数の分割第２配線に分割さ
れている請求項１２から請求項１４のいずれか１項に記載の位置入力機能付き表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、位置入力機能付き表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、センサ付き表示装置の一例として下記特許文献１に記載されたものが知られてい
る。特許文献１に記載されたセンサ付き表示装置に備わるセンサは、第１制御線と、第１
信号線と、第１検出スイッチと、共通電極と、第１検出電極と、第１回路と、第２回路と
、を備える。共通電極は、第１制御線、第１信号線及び第１検出スイッチの上方に位置し
、第１制御線、第１信号線及び第１検出スイッチと対向している。第１検出電極は、共通
電極の上方に位置している。第１回路及び第２回路は、共通電極の下方に位置し、共通電
極と対向している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１７－７３０５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記した特許文献１には、液晶表示パネルに備わる画素電極を検出電極とし、２つの画
素電極（検出電極）が２つの検出スイッチを介して１つの共通線に接続される構成が記載
されている。しかしながら、画素電極に表示のための画像信号と、検出のための書込み信
号と、を時分割して供給すると、表示時において画素電極を表示に必要な電位に保持する
のが難しく、表示品位が低下するおそれがあった。
【０００５】
　本発明は上記のような事情に基づいて完成されたものであって、表示品位を改善するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の位置入力機能付き表示装置は、画素電極と、前記画素電極に対して絶縁膜を介
して少なくとも一部が重畳するよう配される共通電極と、前記共通電極を分割してなり、
位置入力を行う位置入力体との間で静電容量を形成し、前記位置入力体による入力位置を
検出する複数の位置検出電極と、前記位置検出電極に接続されて位置検出信号と前記位置
検出電極を基準電位にする共通信号とを時分割して供給する位置検出配線と、駆動信号が
伝送される第１配線と、前記第１配線と交差するよう延在する第２配線と、前記第１配線
、前記第２配線及び前記位置検出電極に接続されて前記第１配線に伝送される前記駆動信
号により駆動されると前記第２配線を前記位置検出電極に接続するスイッチング素子と、
を備える。
【０００７】
　このようにすれば、画素電極と画素電極に対して絶縁膜を介して少なくとも一部が重畳
する共通電極との間には、画素電極に供給される電圧に基づいた電位差が生じ得るものと
され、その電位差を利用して画像の表示がなされる。一方、共通電極を分割してなる複数
の位置検出電極は、位置入力を行う位置入力体との間で静電容量を形成していて位置入力
体による入力位置を検出することができる。位置検出配線は、接続された位置検出電極に
、位置検出信号と位置検出電極を基準電位にするための共通信号とを時分割して供給する
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ことで、上記した位置検出機能と画像表示機能とを発揮させることができる。
【０００８】
　ところで、上記したように位置検出電極には位置検出信号と共通信号とが時分割して供
給されるが、その信号が切り替えられるタイミングでは複数の位置検出電極の間に電位差
が生じることが懸念される。すなわち、位置検出電極の配置などによっては、位置検出電
極に接続される位置検出配線の配線抵抗に起因して供給される共通信号に電圧降下が生じ
、所定の基準電位に至らない位置検出電極が生じる可能性がある。その点、スイッチング
素子は、第１配線に伝送される駆動信号によって駆動されると、第２配線を位置検出電極
に接続することができるので、例えば第２配線に共通信号を伝送するようにしておけば、
共通信号が第２配線からスイッチング素子を介して位置検出電極に供給される。従って、
位置検出配線から位置検出電極に供給される共通信号に電圧降下が生じていても、位置検
出電極を所定の基準電位に充電することができ、複数の位置検出電極の間に電位差が生じ
難くなる。それ以外にも、例えば第２配線を複数の位置検出電極に対してスイッチング素
子を介して接続しておけば、第２配線によって複数の位置検出電極を短絡することができ
るので、複数の位置検出電極の間に電位差が生じ難くなる。また、共通電極を分割してな
る位置検出電極に位置検出信号と共通信号とを時分割して供給する構成を前提としている
ので、従来のように画素電極に表示のための画像信号と検出のための書込み信号とを時分
割して供給した場合に比べると、表示時に共通電極を基準電位に保持するのが容易であり
、表示品位が低下し難くなっている。以上により、表示品位が優れたものとなる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、表示品位を改善することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態１に係る液晶表示装置に備わる液晶パネルのタッチ電極及びタ
ッチ配線などを概略的に示す平面図
【図２】液晶パネルのタッチ電極、タッチ配線、ゲート配線及びソース配線などを示す平
面図
【図３】液晶パネルの画素配列を示す平面図
【図４】液晶パネルにおける図３のＡ－Ａ線断面図
【図５】液晶パネルを構成するアレイ基板及びＣＦ基板における画素ＴＦＴ及びＴＦＴ付
近を示す平面図
【図６】アレイ基板における図５のＢ－Ｂ線断面図
【図７】アレイ基板における図５のＣ－Ｃ線断面図
【図８】液晶パネルを構成するアレイ基板及びＣＦ基板における第２配線及び第３配線の
交差部付近を示す平面図
【図９】アレイ基板における図８のＤ－Ｄ線断面図
【図１０】センシング期間と書き込み期間との間となるタイミングでＴＦＴ駆動期間を行
う駆動方法を示すタイミングチャート
【図１１】書き込み期間中にＴＦＴ駆動期間を行う駆動方法を示すタイミングチャート
【図１２】本発明の実施形態２に係る液晶パネルのタッチ電極、タッチ配線、ゲート配線
及びソース配線などを示す平面図
【図１３】液晶パネルの画素配列を示す平面図
【図１４】液晶パネルを構成するアレイ基板及びＣＦ基板における第２配線及び第３配線
の交差部付近を示す平面図
【図１５】一フレーム書き込み期間を第１書き込み期間と第２書き込み期間とに分割する
駆動方法を示すタイミングチャート
【図１６】本発明の実施形態３に係る液晶パネルのタッチ電極、タッチ配線、ゲート配線
及びソース配線などを示す平面図
【図１７】本発明の実施形態４に係る液晶パネルのタッチ電極、タッチ配線、ゲート配線
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及びソース配線などを示す平面図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　＜実施形態１＞
　本発明の実施形態１を図１から図１１によって説明する。本実施形態では、表示機能及
びタッチパネル機能（位置入力機能）を備える液晶表示装置（位置入力機能付き表示装置
）１０について例示する。なお、各図面の一部にはＸ軸、Ｙ軸及びＺ軸を示しており、各
軸方向が各図面で示した方向となるように描かれている。また、図４，図６，図７及び図
９の上側を表側とし、同図下側を裏側とする。
【００１２】
　図１は、液晶パネル１１の概略的な平面図である。液晶表示装置１０は、図１に示すよ
うに、横長の方形状をなしていて画像を表示可能な液晶パネル（位置入力機能付き表示パ
ネル）１１と、液晶パネル１１に対して表示に利用するための光を照射する外部光源であ
るバックライト装置（照明装置）と、を少なくとも備える。本実施形態では、液晶パネル
１１の画面サイズが例えば１６インチ程度（具体的には１６．１インチ）とされるととも
に、解像度が「ＦＨＤ」相当とされる。バックライト装置は、液晶パネル１１に対して裏
側（背面側）に配置され、白色の光（白色光）を発する光源（例えばＬＥＤなど）や光源
からの光に光学作用を付与することで面状の光に変換する光学部材などを有する。なお、
バックライト装置の図示は省略している。
【００１３】
　液晶パネル１１は、図１に示すように、画面の中央側部分が、画像が表示される表示領
域（図１において一点鎖線により囲った範囲）ＡＡとされる。これに対し、液晶パネル１
１の画面における表示領域ＡＡを取り囲む額縁状の外周側部分が、画像が表示されない非
表示領域ＮＡＡとされる。液晶パネル１１は、一対の基板２０，２１を貼り合わせてなる
。一対の基板２０，２１のうち表側（正面側）がＣＦ基板（対向基板）２０とされ、裏側
（背面側）がアレイ基板（アクティブマトリクス基板、素子基板）２１とされる。ＣＦ基
板２０及びアレイ基板２１は、いずれもガラス基板の内面側に各種の膜が積層形成されて
なる。なお、両基板２０，２１の外面側には、それぞれ図示しない偏光板が貼り付けられ
ている。ＣＦ基板２０は、短辺寸法がアレイ基板２１の短辺寸法よりも短くされるのに対
し、アレイ基板２１に対して短辺方向（Ｙ軸方向）についての一方の端部が揃う形で貼り
合わせられている。従って、アレイ基板２１における短辺方向についての他方の端部は、
ＣＦ基板２０に対して側方に突き出していてＣＦ基板２０とは非重畳となるＣＦ基板非重
畳部２１Ａとされる。このＣＦ基板非重畳部２１Ａには、次述する表示機能やタッチパネ
ル機能に係る各種信号を供給するためのドライバ（駆動回路部）１２及びフレキシブル基
板（信号伝送部）１３が実装されている。ドライバ１２は、内部に駆動回路を有するＬＳ
Ｉチップからなり、アレイ基板２１に対してＣＯＧ（Chip On Glass）実装されており、
フレキシブル基板１３によって伝送される各種信号を処理する。本実施形態では、液晶パ
ネル１１の非表示領域ＮＡＡに、４つのドライバ１２がＸ軸方向に沿って間隔を空けて並
んで配されている。フレキシブル基板１３は、絶縁性及び可撓性を有する合成樹脂材料（
例えばポリイミド系樹脂等）からなる基材上に多数本の配線パターン（図示せず）を形成
した構成とされる。フレキシブル基板１３は、その一端側が液晶パネル１１の非表示領域
ＮＡＡに、他端側が図示しないコントロール基板（信号供給源）に、それぞれ接続されて
いる。コントロール基板から供給される各種信号は、フレキシブル基板１３を介して液晶
パネル１１に伝送され、非表示領域ＮＡＡにおいてドライバ１２による処理を経て表示領
域ＡＡへ向けて出力される。また、アレイ基板２１の非表示領域ＮＡＡには、表示領域Ａ
ＡをＸ軸方向について両側から挟み込む形で一対のゲート回路部ＧＤＭが設けられている
。ゲート回路部ＧＤＭは、後述するゲート配線２６に走査信号を供給するためのものであ
る。
【００１４】
　本実施形態に係る液晶パネル１１は、画像を表示する表示機能と、表示される画像に基
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づいて使用者が入力する位置（入力位置）を検出するタッチパネル機能と、を併有してお
り、このうちのタッチパネル機能を発揮するためのタッチパネルパターンを一体化（イン
セル化）している。このタッチパネルパターンは、いわゆる投影型静電容量方式とされて
おり、その検出方式が自己容量方式とされる。タッチパネルパターンは、図１に示すよう
に、液晶パネル１１の板面内においてマトリクス状に並んで配される複数のタッチ電極（
位置検出電極）３０から構成されている。タッチ電極３０は、液晶パネル１１の表示領域
ＡＡに配されている。従って、液晶パネル１１における表示領域ＡＡは、入力位置を検出
可能なタッチ領域（位置入力領域）とほぼ一致しており、非表示領域ＮＡＡが入力位置を
検出不能な非タッチ領域（非位置入力領域）とほぼ一致している。そして、使用者が視認
する液晶パネル１１の表示領域ＡＡの画像に基づいて位置入力をしようとして液晶パネル
１１の表面（表示面）に導電体である図示しない指（位置入力体）を近づけると、その指
とタッチ電極３０との間で静電容量が形成されることになる。これにより、指の近くにあ
るタッチ電極３０にて検出される静電容量には指が近づくのに伴って変化が生じ、指から
遠くにあるタッチ電極３０とは異なるものとなるので、それに基づいて入力位置を検出す
ることが可能となる。タッチ電極３０は、表示領域ＡＡにおいてＸ軸方向（タッチ配線３
１を挟み込む画素電極２４の並び方向）及びＹ軸方向（タッチ配線３１の延在方向）に沿
って複数ずつがマトリクス状に間隔を空けて並んで配されている。タッチ電極３０は、平
面に視て略方形状をなしており、一辺の寸法が数ｍｍ（例えば約２ｍｍ～６ｍｍ）程度と
され、好ましくは４．１ｍｍ程度とされている。従って、タッチ電極３０は、平面に視た
大きさが後述する画素部ＰＸよりも遙かに大きくなっており、Ｘ軸方向及びＹ軸方向につ
いて複数（例えば数十程度）ずつの画素部ＰＸに跨る範囲に配置されている。複数のタッ
チ電極３０には、液晶パネル１１に設けられた複数のタッチ配線（位置検出配線）３１が
選択的に接続されている。タッチ配線３１は、Ｙ軸方向に沿って延在しており、Ｙ軸方向
に沿って並ぶ複数のタッチ電極３０のうちの特定のタッチ電極３０に対して選択的に接続
されている。より詳しくは、本実施形態では、タッチ配線３１は、Ｙ軸方向に沿って並ぶ
複数のタッチ電極３０からなる列に対して複数本が重畳するよう配されるとともに、その
列をなすタッチ電極３０の個々に対して１本ずつが選択的に接続されている。なお、図１
では、タッチ電極３０に対するタッチ配線３１の接続箇所を黒丸にて図示している。さら
にタッチ配線３１は、図示しない検出回路と接続されている。検出回路は、ドライバ１２
に備えられていても構わないが、フレキシブル基板１３を介して液晶パネル１１の外部に
備えられていても構わない。なお、図１は、タッチ電極３０の配列を模式的に表したもの
であり、タッチ電極３０の具体的な設置数、配置、平面形状などについては図示以外にも
適宜に変更可能である。
【００１５】
　図２は、液晶パネル１１のタッチ電極３０、タッチ配線３１、ゲート配線２６及びソー
ス配線２７などを示す平面図である。なお、図２では、後述する第１金属膜３２を細い実
線にて、第２金属膜３５を太い実線にて、第３金属膜３８を破線にて、それぞれ図示して
いる。アレイ基板２１の表示領域ＡＡには、図２に示すように、後述する画素ＴＦＴ２３
に走査信号を供給するゲート配線（走査配線）２６と、画素ＴＦＴ２３に画像信号（デー
タ信号）を供給するソース配線（信号配線、データ配線）２７と、ソース配線２７に並行
するタッチ配線３１と、ゲート配線２６に並行する第１配線４１と、ソース配線２７及び
タッチ配線３１に並行する第２配線４２と、ゲート配線２６及び第１配線４１に並行する
第３配線４３と、が設けられている。ゲート配線２６、第１配線４１及び第３配線４３は
、概ねＸ軸方向に沿って延在するのに対し、ソース配線２７、タッチ配線３１及び第２配
線４２は、概ねＹ軸方向に沿って延在していてゲート配線２６、第１配線４１及び第３配
線４３と交差している。なお、第１配線４１、第２配線４２及び第３配線４３に関しては
後に詳しく説明する。アレイ基板２１の非表示領域ＮＡＡのうち、表示領域ＡＡに隣接し
ていて表示領域ＡＡを取り囲む枠状部分には、第１配線４１に接続される駆動信号供給配
線（駆動信号供給部）４４と、第２配線４２及び第３配線４３に接続される共通信号供給
配線（共通信号供給部）４５と、が設けられている。この共通信号供給配線４５に関して
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も後に詳しく説明する。また、アレイ基板２１の非表示領域ＮＡＡのうち、ゲート回路部
ＧＤＭに対して表示領域ＡＡ側とは反対側には、ゲート回路部ＧＤＭに信号を供給するた
めのゲート回路用配線４６が設けられている。アレイ基板２１の非表示領域ＮＡＡである
ＣＦ基板非重畳部２１Ａにおける各ドライバ１２の実装領域には、ドライバ１２に信号を
出力するためのドライバ用出力端子部４７と、ドライバ１２からの信号が入力されるドラ
イバ用入力端子部４８と、が設けられている。ドライバ用入力端子部４８には、表示領域
ＡＡに配されるソース配線２７の引き出し部分に接続されてソース配線２７に画像信号を
供給するソース配線用端子部（画像信号供給部）４８Ａと、表示領域ＡＡに配されるタッ
チ配線３１の引き出し部分に接続されてタッチ配線３１にタッチ信号（位置検出信号）と
第１共通信号（共通信号）とを時分割して供給するタッチ配線用端子部（位置検出信号供
給部）４８Ｂと、が含まれる。アレイ基板２１のＣＦ基板非重畳部２１Ａにおけるフレキ
シブル基板１３の実装領域には、フレキシブル基板１３に接続されるフレキシブル基板用
端子部４９が設けられている。フレキシブル基板用端子部４９には、ドライバ用出力端子
部４７に接続されるドライバ用端子部４９Ａと、駆動信号供給配線４４に接続される駆動
信号供給端子部４９Ｂと、共通信号供給配線４５に接続される共通信号供給端子部４９Ｃ
と、ゲート回路用配線４６に接続されるゲート回路用端子部４９Ｄと、が含まれる。
【００１６】
　図３は、液晶パネル１１を構成するアレイ基板２１の表示領域ＡＡにおける平面図であ
る。タッチ電極３０には、図３に示すように、タッチ配線３１の一部と重畳するよう配さ
れるタッチ配線重畳開口部（位置検出配線重畳開口部）３０Ａが設けられている。タッチ
配線重畳開口部３０Ａは、タッチ配線３１の延在方向であるＹ軸方向に並行する形でそれ
ぞれ延在しており、平面に視て縦長形状（タッチ配線３１の延在方向を長手方向とした長
手形状）とされる。また、タッチ配線重畳開口部３０Ａは、その幅寸法（Ｘ軸方向につい
ての寸法）がタッチ配線３１の幅寸法よりも大きい。このように、タッチ配線重畳開口部
３０Ａがタッチ配線３１の少なくとも一部ずつと重畳する形で配されることで、タッチ配
線３１と、そのタッチ配線３１とは非接続とされるタッチ電極３０と、の間に生じ得る寄
生容量が軽減される。これにより、位置検出に係る感度が良好なものとなる。
【００１７】
　液晶パネル１１を構成するアレイ基板２１の表示領域ＡＡにおける内面側には、図３に
示すように、画素ＴＦＴ（画素スイッチング素子）２３及び画素電極２４が設けられてい
る。画素ＴＦＴ２３及び画素電極２４は、多数個ずつＸ軸方向及びＹ軸方向に沿って間隔
を空けて並んでマトリクス状（行列状）に設けられている。これら画素ＴＦＴ２３及び画
素電極２４の周りには、互いに直交（交差）するゲート配線２６及びソース配線２７が配
設されている。ゲート配線２６とソース配線２７とがそれぞれ画素ＴＦＴ２３のゲート電
極２３Ａとソース電極２３Ｂとに接続され、画素電極２４が画素ＴＦＴ２３のドレイン電
極２３Ｃに接続されている。そして、画素ＴＦＴ２３は、ゲート配線２６及びソース配線
２７にそれぞれ供給される各種信号に基づいて駆動され、その駆動に伴って画素電極２４
への電位の供給を制御する。また、画素ＴＦＴ２３は、画素電極２４（ソース配線２７）
に対してＸ軸方向について図３に示す左右に偏在している。画素ＴＦＴ２３は、画素電極
２４（ソース配線２７）に対して左側に偏在するものと、画素電極２４（ソース配線２７
）に対して右側に偏在するものと、がＹ軸方向について交互に繰り返し並ぶ配列とされて
おり、ジグザグ状（千鳥状）に平面配置されている。画素電極２４は、平面形状が縦長の
略方形（より詳細には、長辺はソース配線２７に沿うように屈曲している）とされており
、その短辺方向がゲート配線２６の延在方向と、長辺方向がソース配線２７の延在方向と
、それぞれ一致している。画素電極２４は、Ｙ軸方向について両側から一対のゲート配線
２６により挟み込まれるとともに、Ｘ軸方向について両側から一対のソース配線２７によ
り挟み込まれている。なお、ＣＦ基板２０側には、図３では二点鎖線にて図示される遮光
部（画素間遮光部、ブラックマトリクス）２９が形成されている。遮光部２９は、隣り合
う画素電極２４の間を仕切るよう平面形状が略格子状をなしており、平面に視て画素電極
２４の大部分と重畳する位置に画素開口部２９Ａを有している。この画素開口部２９Ａに
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より画素電極２４の透過光を液晶パネル１１の外部へ出光させることが可能とされる。遮
光部２９は、アレイ基板２１側の少なくともゲート配線２６及びソース配線２７（タッチ
配線３１なども含む）と平面に視て重畳する配置とされる。なお、画素ＴＦＴ２３及び画
素電極２４の配置などに関しては後に改めて説明する。
【００１８】
　図４は、液晶パネル１１における画素部ＰＸの中央部付近の断面図である。液晶パネル
１１は、図４に示すように、一対の基板２０，２１間に配されて電界印加に伴って光学特
性が変化する物質である液晶分子を含む液晶層（媒質層）２２を有している。液晶パネル
１１を構成するＣＦ基板２０の内面側における表示領域ＡＡには、青色（Ｂ）、緑色（Ｇ
）及び赤色（Ｒ）を呈する３色のカラーフィルタ２８が設けられている。カラーフィルタ
２８は、互いに異なる色を呈するものがゲート配線２６（Ｘ軸方向）に沿って繰り返し多
数並び、それらがソース配線２７（概ねＹ軸方向）に沿って延在することで、全体として
ストライプ状に配列されている。これらのカラーフィルタ２８は、アレイ基板２１側の各
画素電極２４と平面に視て重畳する配置とされている。Ｘ軸方向について隣り合って互い
に異なる色を呈するカラーフィルタ２８は、その境界（色境界）がソース配線２７及び遮
光部２９と重畳する配置とされる。この液晶パネル１１においては、Ｘ軸方向に沿って並
ぶＲ，Ｇ，Ｂのカラーフィルタ２８と、各カラーフィルタ２８と対向する３つの画素電極
２４と、が３色の画素部ＰＸをそれぞれ構成している。そして、この液晶パネル１１にお
いては、Ｘ軸方向に沿って隣り合うＲ，Ｇ，Ｂの３色の画素部ＰＸによって所定の階調の
カラー表示を可能な表示画素が構成されている。画素部ＰＸにおけるＸ軸方向についての
配列ピッチは、例えば６０μｍ程度（具体的には６２μｍ）とされ、Ｙ軸方向についての
配列ピッチは、例えば１８０μｍ程度（具体的には１８６μｍ）とされる。遮光部２９は
、隣り合うカラーフィルタ２８間を仕切る形で配されている。カラーフィルタ２８の上層
側（液晶層２２側）には、ＣＦ基板２０のほぼ全域にわたってベタ状に配される平坦化膜
（図示せず）が設けられている。なお、両基板２０，２１のうち液晶層２２に接する最内
面には、液晶層２２に含まれる液晶分子を配向させるための配向膜（図示せず）がそれぞ
れ形成されている。
【００１９】
　続いて、共通電極２５に関して図３及び図４を参照しつつ説明する。アレイ基板２１の
表示領域ＡＡにおける内面側には、図３及び図４に示すように、全ての画素電極２４と重
畳する形で共通電極２５が画素電極２４よりも上層側に形成されている。共通電極２５は
、タッチ信号が供給されて指による入力位置を検出する期間（センシング期間）を除いて
、常にほぼ一定の基準電位（共通電位）が供給されるものであり、表示領域ＡＡのほぼ全
域にわたって延在しており、各画素電極２４（詳細には後述する画素電極本体２４Ａ）と
重畳する部分には、各画素電極２４の長辺方向に沿って延在する画素重畳開口部（画素重
畳スリット、配向制御スリット）２５Ａが複数ずつ開口形成されている。なお、画素重畳
開口部２５Ａの具体的な設置本数や形状や形成範囲などは、図示以外にも適宜に変更可能
である。互いに重畳する画素電極２４と共通電極２５との間に、画素電極２４が充電され
るのに伴って電位差が生じると、画素重畳開口部２５Ａの開口縁と画素電極２４との間に
は、アレイ基板２１の板面に沿う成分に加えて、アレイ基板２１の板面に対する法線方向
の成分を含むフリンジ電界（斜め電界）が生じる。従って、このフリンジ電界を利用する
ことで液晶層２２に含まれる液晶分子の配向状態を制御することができる。つまり、本実
施形態に係る液晶パネル１１は、動作モードがＦＦＳ（Fringe Field Switching）モード
とされている。そして、この共通電極２５は、既述したタッチ電極３０を構成している。
共通電極２５は、既述した画素重畳開口部２５Ａに加えて、隣り合うタッチ電極３０の間
を仕切る仕切開口部（仕切スリット）２５Ｂを有する。仕切開口部２５Ｂは、Ｘ軸方向に
沿って共通電極２５の全長にわたって横断する部分と、Ｙ軸方向に沿って共通電極２５の
全長にわたって縦断する部分と、からなり、全体としては平面に視て略格子状をなしてい
る。なお、図３では、仕切開口部２５Ｂのうちの縦に延在する部分に対して重畳する第２
配線４２と、仕切開口部２５Ｂのうちの横に延在する部分に対して重畳する第３配線４３
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と、が例示されている。共通電極２５は、仕切開口部２５Ｂによって平面に視て碁盤目状
に分割されて相互が電気的に独立した複数のタッチ電極３０からなる。従って、タッチ電
極３０に接続されたタッチ配線３１は、表示機能に係る第１共通信号（共通信号）と、タ
ッチ機能に係るタッチ信号（位置検出信号）と、を異なるタイミングでもって（時分割し
て）タッチ電極３０に供給する。このうちの第１共通信号は、同じタイミングで全てのタ
ッチ配線３１に伝送されることで、全てのタッチ電極３０が基準電位となって共通電極２
５として機能する。
【００２０】
　画素ＴＦＴ２３及び画素電極２４の構成について図５を参照しつつ詳しく説明する。図
５は、アレイ基板２１における画素ＴＦＴ２３付近を拡大した平面図である。画素ＴＦＴ
２３は、図５に示すように、全体としてＸ軸方向に沿って延在する横長形状をなしており
、接続対象とされる画素電極２４に対してＹ軸方向について図５に示す下側に隣り合う配
置とされる。画素ＴＦＴ２３は、ゲート配線２６の一部（ソース配線２７などと重畳する
部分）からなるゲート電極２３Ａを有する。ゲート電極２３Ａは、Ｘ軸方向に沿って延在
する横長形状をなしていて、ゲート配線２６に供給される走査信号に基づいて画素ＴＦＴ
２３を駆動し、それによりソース電極２３Ｂとドレイン電極２３Ｃとの間の電流が制御さ
れる。画素ＴＦＴ２３は、ソース配線２７の一部（ゲート配線２６と重畳する部分）から
なるソース電極２３Ｂを有する。ソース電極２３Ｂは、画素ＴＦＴ２３におけるＸ軸方向
についての一端側に配されていてそのほぼ全域がゲート電極２３Ａと重畳するとともにチ
ャネル部２３Ｄに接続される。画素ＴＦＴ２３は、ソース電極２３Ｂとの間に間隔を空け
た位置、つまり画素ＴＦＴ２３におけるＸ軸方向についての他端側に配されるドレイン電
極２３Ｃを有する。ドレイン電極２３Ｃは、概ねＸ軸方向に沿って延在しており、その一
端側がソース電極２３Ｂと対向状をなしてゲート電極２３Ａと重畳するとともにチャネル
部２３Ｄに接続されるのに対し、他端側が画素電極２４に接続される。
【００２１】
　画素電極２４は、図５に示すように、遮光部２９の画素開口部２９Ａと重畳する略方形
状の画素電極本体２４Ａと、画素電極本体２４ＡからＹ軸方向に沿って画素ＴＦＴ２３側
に突出するコンタクト部２４Ｂと、からなる。このうちのコンタクト部２４Ｂは、ドレイ
ン電極２３Ｃの他端側に対して重畳配置されており、それら重畳箇所同士が第１層間絶縁
膜３６に開口形成された画素コンタクトホールＣＨ１を通して接続されている。なお、ゲ
ート配線２６は、コンタクト部２４Ｂ及びドレイン電極２３Ｃの双方と重畳する範囲が切
り欠かれている。この切り欠きは、ゲート配線２６と画素電極２４との間の容量を低減す
るために設けられている。また、ドレイン電極２３Ｃの他端は、ゲート配線２６と重畳し
ている。これは、アレイ基板２１を製造する際に、ゲート配線２６に対してドレイン電極
２３Ｃが位置ずれした場合でも、ゲート配線２６とドレイン電極２３Ｃ（すなわち画素電
極２４）との間の容量が変動しないようにするために設けられている。画素ＴＦＴ２３は
、後述するゲート絶縁膜３３を介してゲート電極２３Ａと重畳するとともに、ソース電極
２３Ｂ及びドレイン電極２３Ｃに接続されるチャネル部２３Ｄを有する。チャネル部２３
Ｄは、ゲート電極２３Ａと重畳するとともにＸ軸方向に沿って延在し、その一端側がソー
ス電極２３Ｂに、他端側がドレイン電極２３Ｃに、それぞれ接続されている。そして、ゲ
ート電極２３Ａに供給される走査信号に基づいて画素ＴＦＴ２３がオン状態にされると、
ソース配線２７に供給される画像信号は、ソース電極２３Ｂから半導体膜３４からなるチ
ャネル部２３Ｄを介してドレイン電極２３Ｃへと供給される。その結果、画素電極２４が
画像信号に基づいた電位に充電される。なお、共通電極２５は、チャネル部２３Ｄと重畳
する範囲が切り欠かれている。この切り欠きは、画素ＴＦＴ２３がオフ状態のときに、共
通電極２５（タッチ電極３０）の電位変動に伴い、ソース電極２３Ｂとドレイン電極２３
Ｃとの間のリーク電流量が変動することを抑制するために設けられている。
【００２２】
　ここで、アレイ基板２１の内面側に積層形成された各種の膜について図６を参照しつつ
説明する。図６は、液晶パネル１１における画素ＴＦＴ２３付近の断面図である。アレイ
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基板２１には、図６に示すように、下層側（ガラス基板側）から順に第１金属膜３２、ゲ
ート絶縁膜３３、半導体膜３４、第２金属膜３５、第１層間絶縁膜３６、第１透明電極膜
３７、第３金属膜３８、第２層間絶縁膜３９、第２透明電極膜４０が積層形成されている
。第１金属膜３２、第２金属膜３５及び第３金属膜３８は、それぞれ銅、チタン、アルミ
ニウム、モリブデン、タングステンなどの中から選択される１種類の金属材料からなる単
層膜または異なる種類の金属材料からなる積層膜や合金とされることで導電性及び遮光性
を有している。第１金属膜３２は、ゲート配線２６、画素ＴＦＴ２３のゲート電極２３Ａ
、第１配線４１及び第３配線４３などを構成する。第２金属膜３５は、ソース配線２７や
画素ＴＦＴ２３のソース電極２３Ｂ及びドレイン電極２３Ｃなどを構成する。第３金属膜
３８は、タッチ配線３１及び第２配線４２などを構成する。ゲート絶縁膜３３、第１層間
絶縁膜３６及び第２層間絶縁膜３９は、それぞれ窒化ケイ素（ＳｉＮｘ）、酸化ケイ素（
ＳｉＯ２）等の無機材料からなる。ゲート絶縁膜３３は、下層側の第１金属膜３２と、上
層側の半導体膜３４及び第２金属膜３５と、を絶縁状態に保つ。第１層間絶縁膜３６は、
下層側の半導体膜３４及び第２金属膜３５と、上層側の第１透明電極膜３７及び第３金属
膜３８と、を絶縁状態に保つ。第２層間絶縁膜３９は、下層側の第１透明電極膜３７及び
第３金属膜３８と、上層側の第２透明電極膜４０と、を絶縁状態に保つ。半導体膜３４は
、材料として例えば酸化物半導体、アモルファスシリコン等を用いた薄膜からなり、画素
ＴＦＴ２３においてソース電極２３Ｂとドレイン電極２３Ｃとに接続されるチャネル部（
半導体部）２３Ｄなどを構成する。第１透明電極膜３７及び第２透明電極膜４０は、透明
電極材料（例えばＩＴＯ（Indium Tin Oxide）やＩＺＯ（Indium Zinc Oxide）など）か
らなる。第１透明電極膜３７は、画素電極２４などを構成する。第１透明電極膜３７及び
第３金属膜３８は、共に第１層間絶縁膜３６の上層側に配されていて互いに同層に位置し
ている。従って、第１透明電極膜３７からなる画素電極２４と、第３金属膜３８からなる
タッチ配線３１及び第２配線４２などと、は、互いに同層に配されている、と言える。第
２透明電極膜４０は、共通電極２５（タッチ電極３０）を構成する。なお、本実施形態で
は、タッチ配線３１及び第２配線４２は、第３金属膜３８からなる単層構造とされている
が、例えば第１透明電極膜３７と第３金属膜３８との積層構造とすることも可能である。
【００２３】
　続いて、表示領域ＡＡにおけるタッチ配線３１の構成について主に図６を参照し、適宜
に図５を参照して説明する。タッチ配線３１は、図６に示すように、第３金属膜３８から
なり、第２金属膜３５からなるソース配線２７に対して第１層間絶縁膜３６を介して平面
に視て重畳するよう配されている。つまり、タッチ配線３１は、第１透明電極膜３７から
なる画素電極２４と同層に配されている。タッチ配線３１は、表示領域ＡＡにおいてはソ
ース配線２７に並行する形で概ねＹ軸方向に沿って延在しており、Ｙ軸方向に沿って並ぶ
多数の画素電極２４に対してＸ軸方向について離間しつつ隣り合う配置とされている。タ
ッチ配線３１は、表示領域ＡＡにおいて接続対象となるタッチ電極３０に接続されるパッ
ド部３１Ａを有している。パッド部３１Ａは、タッチ配線３１の側縁からＸ軸方向に沿っ
て部分的に突出し、ゲート配線２６と重畳する配置とされる（図５を参照）。パッド部３
１Ａと接続対象のタッチ電極３０との重畳箇所は、第２層間絶縁膜３９に開口形成された
タッチ配線用コンタクトホールＣＨ２を通して接続されている。
【００２４】
　ところで、上記したようにタッチ電極３０には、タッチ信号と第１共通信号とが時分割
して供給されるが、その信号が切り替えられるタイミングでは複数のタッチ電極３０の間
に電位差が生じることが懸念される。すなわち、表示領域ＡＡにおいて行列状に並ぶ複数
のタッチ電極３０のうち、ドライバ１２から遠い配置となるタッチ電極３０は、ドライバ
１２に近い配置となるタッチ電極３０に比べると、接続されるタッチ配線３１の沿面距離
が大きくなるので、それに伴ってタッチ配線３１の配線抵抗も高くなり、結果として供給
される第１共通信号に電圧降下が生じるおそれがある。そうなると、ドライバ１２から遠
い配置のタッチ電極３０は、所定の基準電位に至らなくなり、ドライバ１２に近い配置の
タッチ電極３０に対して電位差が生じてしまう。このため、タッチ電極３０の外形に倣う
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ブロック状または帯状の表示ムラが視認されるおそれがあった。また、従来のように画素
電極２４に表示のための画像信号と検出のための書込み信号とを時分割して供給した場合
には、表示時に共通電極２５を基準電位に保持するのが難しく、表示品位が低下するおそ
れがあった。
【００２５】
　そこで、本実施形態に係るアレイ基板２１の表示領域ＡＡには、図５に示すように、第
１配線４１、第２配線４２及びタッチ電極３０に接続されるＴＦＴ（スイッチング素子）
５０が設けられている。ＴＦＴ５０は、第１配線４１から供給される駆動信号によって駆
動されると、第２配線４２をタッチ電極３０に接続し、第２配線４２に伝送される第２共
通信号（共通信号）をタッチ電極３０に供給することができる。つまり、本実施形態に係
るタッチ電極３０には、タッチ配線３１から供給される第１共通信号に加えて第２配線４
２及びＴＦＴ５０によって第２共通信号が供給可能とされている。従って、タッチ配線３
１からタッチ電極３０に供給される第１共通信号に電圧降下が生じていても、タッチ電極
３０を所定の基準電位に充電することができ、ドライバ１２からの距離に拘わらず表示領
域ＡＡに配された複数のタッチ電極３０の間に電位差が生じ難くなる。また、本実施形態
では、共通電極２５を分割してなるタッチ電極３０にタッチ信号と第１共通信号とを時分
割して供給する構成を前提としているので、従来のように画素電極２４に表示のための画
像信号と検出のための書込み信号とを時分割して供給した場合に比べると、表示時に共通
電極２５を基準電位に保持するのが容易であり、表示品位が低下し難くなっている。以上
により、表示品位が優れたものとなる。
【００２６】
　第１配線４１は、図５に示すように、ゲート配線２６と同じ第１金属膜３２からなり、
ゲート配線２６に対してＹ軸方向について間隔を空けて隣り合うとともに、ゲート配線２
６に並行しつつ概ねＸ軸方向に沿って延在している。第１配線４１は、Ｙ軸方向について
、ゲート配線２６と、そのゲート配線２６が接続対象とされる画素電極２４群とは反対側
（図５の下側）の画素電極２４群と、の間に挟み込まれる配置とされる。ＴＦＴ５０は、
第１配線４１上に設けられており、ゲート配線２６上に設けられる画素ＴＦＴ２３に対し
てＹ軸方向について間隔を空けて隣り合う配置とされる。第１配線４１は、Ｙ軸方向につ
いて所定の間隔を空けて複数が並んで配されており、その設置数はＹ軸方向についてのタ
ッチ電極３０の並び数と一致している。第１配線４１は、表示領域ＡＡの外部（非表示領
域ＮＡＡ）に引き出されており、その引き出し端部が駆動信号供給配線４４に接続されて
いて駆動信号供給配線４４から駆動信号の供給を受けている（図２を参照）。駆動信号供
給配線４４の構成について図２を参照しつつ説明する。駆動信号供給配線４４は、図２に
示すように、非表示領域ＮＡＡにおいて２つのゲート回路部ＧＤＭと表示領域ＡＡとの間
に挟まれた各領域においてＹ軸方向に沿って延在する形で２本が設けられている。駆動信
号供給配線４４は、延在方向についての一端部が駆動信号供給端子部４９Ｂに接続されて
いる。このように、駆動信号供給配線４４は、ゲート回路部ＧＤＭに隣り合って配されて
第２配線４２に並行するよう延在しているから、その配置スペースが少なく済むとともに
、Ｙ軸方向に沿って並ぶ複数の第１配線４１に対して一括して駆動信号を供給することが
できる。
【００２７】
　第２配線４２は、図５及び図６に示すように、タッチ配線３１と同じ第３金属膜３８か
らなり、第２金属膜３５からなるソース配線２７に対して第１層間絶縁膜３６を介して平
面に視て重畳するよう配されている。つまり、第２配線４２は、タッチ配線３１に加えて
第１透明電極膜３７からなる画素電極２４と同層に配されている。第２配線４２は、表示
領域ＡＡにおいてはソース配線２７に並行する形で概ねＹ軸方向に沿って延在しており、
Ｙ軸方向に沿って並ぶ多数の画素電極２４に対してＸ軸方向について離間しつつ隣り合う
配置とされている。従って、第２配線４２は、Ｘ軸方向についてタッチ配線３１との間に
画素電極２４を挟み込む配置とされている。ここで、第２配線４２及びタッチ配線３１の
設置数に関して説明する。まず、タッチ配線３１が接続される１つのタッチ電極３０に対
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して重畳するソース配線２７の本数は、タッチ電極３０の一辺の寸法（本実施形態では４
．１ｍｍ）を、画素部ＰＸにおけるＸ軸方向についての配列ピッチ（本実施形態では６２
μｍ）にて除した値（本実施形態では６６本）となる。仮に、タッチ配線３１を全てのソ
ース配線２７に対して重畳するよう配置した場合には、Ｙ軸方向に沿って並んで列をなす
複数（本実施形態では５０個）のタッチ電極３０に対してタッチ配線３１を１本ずつ接続
すると、タッチ配線３１に余剰が生じる。本実施形態では、タッチ電極３０と重畳するタ
ッチ配線３１の余剰本数が１６本となり、Ｘ軸方向について隣り合うタッチ電極３０の間
に介在するタッチ配線３１の余剰本数が１本となる。そこで、本実施形態では、Ｙ軸方向
に沿って並ぶタッチ電極３０の列に対して合計１７本の余剰分のタッチ配線３１のうち、
Ｘ軸方向について隣り合うタッチ電極３０の間に介在する１本のタッチ配線３１を第２配
線４２としている。タッチ電極３０と重畳するタッチ配線３１の余剰分については、例え
ばドライバ１２から遠いタッチ電極３０に対して複数のタッチ配線３１を接続して複線化
を図るなどといったことに利用することが可能である。このようにすれば、タッチ配線３
１の設置本数は、ソース配線２７の設置本数よりも少なくなっており、その差が第２配線
４２の設置本数と一致している。Ｙ軸方向に沿って並んで列をなすタッチ電極３０に対し
てＴＦＴ５０を介して接続される第２配線４２の設置本数（１本）は、列をなすタッチ電
極３０の並び数（５０個）よりも少なくされている。
【００２８】
　第２配線４２は、図５に示すように、Ｙ軸方向に沿って延在する本体部分がＸ軸方向に
ついて隣り合うタッチ電極３０の間に介在する配置とされており、上記した本体部分が各
タッチ電極３０とは非重畳とされて共通電極２５の仕切開口部２５Ｂと重畳する配置とさ
れる。この第２配線４２は、共通信号供給配線４５から供給される第２共通信号により基
準電位となっていて第１配線４１のように電位変動が生じることがないから、タッチ電極
３０が存在しないことに起因して共通電極２５と画素電極２４との間に生じる電界が局所
的に不安定になる事態を生じ難くすることができる。第２配線４２は、本体部分からその
延在方向と交差する方向であるＸ軸方向に沿って両側方へ突出する少なくとも２つの第１
突出部（突出部）４２Ａを有している。２つの第１突出部４２Ａは、平面に視て方形状を
なしており、第２配線４２を挟み込む２つのタッチ電極３０に対して第２層間絶縁膜３９
を介してそれぞれ重畳するよう配されている。そして、ＴＦＴ５０は、Ｘ軸方向について
第２配線４２を挟み込む形で少なくとも２つが配置されており、それら２つのＴＦＴ５０
を構成する２つのソース電極５０Ｂが上記した第２配線４２の２つの第１突出部４２Ａに
それぞれ接続されている。つまり、１本の第２配線４２に伝送される第２共通信号は、２
つのＴＦＴ５０を介してＸ軸方向について隣り合う２つのタッチ電極３０に対して供給可
能な構成となっている。このように、互いに隣り合う少なくとも２つのタッチ電極３０に
対してその間に挟まれる第２配線４２から第２共通信号が分配されるので、仮に各タッチ
電極３０に対してＴＦＴ５０を介して異なる第２配線４２から第２共通信号を供給するよ
うにした場合に比べると、第２配線４２の配置効率が良好になる。これにより、例えばタ
ッチ配線３１の設置数を多く確保することが可能になるので、タッチ信号をタッチ電極３
０に供給する上で好適となる。なお、第２配線４２をＸ軸方向について挟み込む２つのＴ
ＦＴ５０が１つのＴＦＴ５０の組を構成しており、このＴＦＴ５０の組は、１本の第２配
線４２に対してＹ軸方向について間隔を空けて複数が並んで配されている（図３を参照）
。
【００２９】
　続いて、ＴＦＴ５０の詳しい構成について図５及び図７を参照して説明する。図７は、
アレイ基板２１におけるＴＦＴ５０付近の断面図である。ＴＦＴ５０は、図５及び図７に
示すように、第１配線４１に接続されるゲート電極５０Ａと、第２配線４２に接続される
ソース電極５０Ｂと、タッチ電極３０に接続されるドレイン電極５０Ｃと、ソース電極５
０Ｂとドレイン電極５０Ｃとを接続するチャネル部５０Ｄと、を備える。ゲート電極５０
Ａは、Ｘ軸方向に沿って延在する第１配線４１の一部からなり、第１金属膜３２からなる
。チャネル部５０Ｄは、半導体膜３４からなり、Ｘ軸方向に沿って延在するとともにゲー



(14) JP 2019-184765 A 2019.10.24

10

20

30

40

50

ト電極５０Ａに対して重畳配置されている。ソース電極５０Ｂ及びドレイン電極５０Ｃは
、第２金属膜３５からなり、チャネル部５０ＤにおけるＸ軸方向についての両端部と重畳
するよう間に間隔を空けて配されている。第３金属膜３８からなる第２配線４２の第１突
出部４２Ａは、ＴＦＴ５０のソース電極５０Ｂに対して重畳配置されるとともに間に介在
する第１層間絶縁膜３６に開口形成されたソース電極用コンタクトホールＣＨ３を通して
接続されている。一方、第２透明電極膜４０からなるタッチ電極３０は、その一部がＴＦ
Ｔ５０のドレイン電極５０Ｃに対して重畳配置されるとともに間に介在する第１層間絶縁
膜３６及び第２層間絶縁膜３９に開口形成されたドレイン電極用コンタクトホールＣＨ４
を通して接続されている。タッチ電極３０は、チャネル部５０Ｄと重畳する位置に開口部
（チャネル重畳開口部）３０Ｂを有している。この開口部３０Ｂにより、ＴＦＴ５０がオ
フ状態のときに、共通電極２５（タッチ電極３０）の電位変動に伴い、ソース電極５０Ｂ
とドレイン電極５０Ｃとの間のリーク電流量が変動することを抑制することができる。第
２配線４２を挟み込む２つのＴＦＴ５０は、第２配線４２を対称中心とした対称形状をな
している。つまり、第２配線４２を挟み込む２つのＴＦＴ５０は、それぞれのソース電極
５０ＢがＸ軸方向について第２配線４２側に配されるのに対し、それぞれのドレイン電極
５０ＣがＸ軸方向について第２配線４２側とは反対側に配されている。そして、第２配線
４２を挟み込む２つのＴＦＴ５０は、それぞれのゲート電極５０Ａが同じ第１配線４１の
一部ずつからなる。従って、第１配線４１に駆動信号が伝送されると、第２配線４２を挟
み込む２つのＴＦＴ５０が同じタイミングで駆動され、第２配線４２に伝送される第２共
通信号がそれぞれのソース電極５０Ｂからチャネル部５０Ｄを介してドレイン電極５０Ｃ
に供給される。それにより、第２配線４２を挟み込む２つのタッチ電極３０に同じタイミ
ングで第２共通信号が供給されるようになっている。
【００３０】
　なお、第２配線４２は、表示領域ＡＡの外部（非表示領域ＮＡＡ）に引き出されており
、その引き出し端部が共通信号供給配線４５に接続されていて共通信号供給配線４５から
第２共通信号の供給を受けている（図２を参照）。共通信号供給配線４５の構成について
図２を参照しつつ説明する。共通信号供給配線４５は、図２に示すように、Ｙ軸方向に沿
って延在する幹配線４５Ａと、幹配線４５Ａから分岐されてＸ軸方向に沿って延在する枝
配線４５Ｂと、から構成される。幹配線４５Ａは、非表示領域ＮＡＡにおいて２つのゲー
ト回路部ＧＤＭと表示領域ＡＡとの間に挟まれた各領域において２本が設けられている。
幹配線４５Ａは、延在方向についての一端部が共通信号供給端子部４９Ｃに接続されてい
る。枝配線４５Ｂは、非表示領域ＮＡＡにおいて表示領域ＡＡをＹ軸方向について両側か
ら挟み込む形で表示領域ＡＡに隣接するよう２本が設けられている。枝配線４５Ｂは、延
在方向についての両端部が２本の幹配線４５Ａにそれぞれ接続されている。上記した第２
配線４２は、延在方向についての両端部が２本の枝配線４５Ｂにそれぞれ接続されている
。
【００３１】
　第３配線４３の構成について図８及び図９を参照しつつ説明する。図８は、第２配線４
２と第３配線４３との交差部付近を示す平面図である。図９は、アレイ基板２１における
第２配線４２と第３配線４３との交差部付近の断面図である。第３配線４３は、図８に示
すように、ゲート配線２６及び第１配線４１と同じ第１金属膜３２からなり、ゲート配線
２６に対してＹ軸方向について間隔を空けて隣り合うとともに、ゲート配線２６に並行し
つつ概ねＸ軸方向に沿って延在している。第３配線４３は、Ｙ軸方向について、ゲート配
線２６と、そのゲート配線２６が接続対象とされる画素電極２４群とは反対側（図８の下
側）の画素電極２４群と、の間に挟み込まれる配置とされる。第３配線４３は、Ｙ軸方向
に沿って並ぶ画素電極２４の間の領域のうち、第１配線４１の非形成箇所に選択的に設け
られている。そして、第３配線４３は、Ｙ軸方向について隣り合うタッチ電極３０の間に
介在する配置とされており、各タッチ電極３０とは非重畳とされて共通電極２５の仕切開
口部２５Ｂと重畳する配置とされる。この第３配線４３は、共通信号供給配線４５から供
給される第２共通信号により基準電位となっていて第１配線４１のように電位変動が生じ
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ることがないから、タッチ電極３０が存在しないことに起因して共通電極２５と画素電極
２４との間に生じる電界が局所的に不安定になる事態を生じ難くすることができる。なお
、第３配線４３は、表示領域ＡＡの外部（非表示領域ＮＡＡ）に引き出されており、その
引き出し端部が共通信号供給配線４５に接続されていて共通信号供給配線４５から第２共
通信号の供給を受けている（図２を参照）。詳しくは、第３配線４３は、共通信号供給配
線４５を構成する幹配線４５Ａにおける延在方向についての中間部分（両端部を除いた部
分）に対して接続されている。
【００３２】
　その上で、第３配線４３は、図９に示すように、表示領域ＡＡにおいて交差する第２配
線４２に対して接続されている。第２配線４２は、本体部分における第３配線４３との交
差箇所からその延在方向と交差する方向であるＸ軸方向に沿って両側方へ突出する少なく
とも２つの第２突出部４２Ｂを有している。２つの第２突出部４２Ｂは、平面に視て方形
状をなしており、第２配線４２と交差する第３配線４３に対して第１層間絶縁膜３６及び
ゲート絶縁膜３３を介してそれぞれ重畳するよう配されている。第３金属膜３８からなる
第２配線４２の第２突出部４２Ｂと、第１金属膜３２からなる第３配線４３と、の重畳箇
所は、間に介在する第１層間絶縁膜３６及びゲート絶縁膜３３に開口形成された第３配線
用コンタクトホールＣＨ５を通して接続されている。このようにすれば、第２配線４２及
び第３配線４３は、第３配線用コンタクトホールＣＨ５を通して互いに接続（短絡）され
るとともに共通信号供給配線４５からそれぞれ第２共通信号が供給されているから、第２
配線４２及び第３配線４３の配線抵抗に起因してタッチ電極３０に供給される第２共通信
号に電圧降下が生じ難くなる。特に、当該液晶表示装置１０の大型化が進行した場合に好
適となる。
【００３３】
　続いて、ＴＦＴ５０を駆動する手法について図１０及び図１１を参照しつつ説明する。
図１０及び図１１は、液晶パネル１１において各画素ＴＦＴ２３を駆動させて各画素電極
２４に画像信号を供給する書き込み期間と、タッチ検出を行うセンシング期間（位置検出
期間）と、ＴＦＴ５０を駆動するＴＦＴ駆動期間と、の関係を表す図である。先に、図１
０に示されるＴＦＴ５０を駆動する手法について説明する。図１０によれば、ＴＦＴ駆動
期間は、センシング期間が行われた後で且つ書き込み期間が行われる前のタイミング、つ
まりセンシング期間と書き込み期間との間となるタイミングで行われている。タッチ配線
用端子部４８Ｂは、タッチ配線３１に対し、書き込み期間とＴＦＴ駆動期間とでは第１共
通信号を、センシング期間ではタッチ信号を、それぞれ時分割して供給する。これに同期
して書き込み期間では、ゲート回路部ＧＤＭ及びソース配線用端子部４８Ａは、ゲート配
線２６及びソース配線２７に対して走査信号（画素ＴＦＴ２３をＯＮにする信号）及び画
像信号をそれぞれ供給するものの、他の期間（センシング期間及びＴＦＴ駆動期間）では
ソース配線２７に画像信号の供給を行わず、例えば画像信号の振幅中心電位となる定電位
を供給し、ゲート配線２６に画素ＴＦＴ２３をＯＦＦにする信号を供給する。一方、駆動
信号供給配線４４は、第１配線４１に対し、ＴＦＴ駆動期間では駆動信号（ＴＦＴ５０を
ＯＮにする信号）を供給し、他の期間（書き込み期間及びセンシング期間）ではＴＦＴ５
０をＯＦＦにする信号を供給する。また、共通信号供給配線４５は、第２配線４２及び第
３配線４３に対し、いずれの期間（ＴＦＴ駆動期間、センシング期間と書き込み期間）で
も第２共通信号を供給する。このように、駆動信号供給配線４４は、ゲート配線２６に画
素ＴＦＴ２３をＯＮにする走査信号が伝送される前のタイミングで第１配線４１に駆動信
号を供給し、ゲート配線２６に走査信号が伝送されている間は第１配線４１に駆動信号を
供給することがない。すなわち、書き込み期間においては、第１配線４１に供給される信
号は変動しない。ここで、仮にＴＦＴ駆動期間が書き込み期間に含まれる手法を採ると、
画素電極２４に隣接する第１配線４１の電位が、画素ＴＦＴ２３がＯＮ状態の時と、ＯＦ
Ｆ状態の時と、で異なる画素電極２４を含むことになり、第１配線４１と隣接する画素電
極２４との間に生じる寄生容量により第１配線４１に隣接する画素電極２４と他の画素電
極２４とに電位差が生じてしまい、第１配線４１の延在方向に沿う筋状の表示ムラが生じ
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るおそれがある。その点、上記したようにＴＦＴ駆動期間が書き込み期間の前に行われる
手法を採ると、画素ＴＦＴ２３が駆動される前のタイミングでＴＦＴ５０が選択的に駆動
されるので、第１配線４１と隣接する画素電極２４との間に生じる寄生容量に起因する画
素電極２４の電位差が低減される。これにより、第１配線４１の延在方向に沿う筋状の表
示ムラが生じ難くなる。
【００３４】
　続いて、図１１に示されるＴＦＴ５０を駆動する手法について説明する。図１１によれ
ば、ＴＦＴ駆動期間は、書き込み期間が行われるタイミングで行われている。つまり、Ｔ
ＦＴ駆動期間と書き込み期間とが一致している。タッチ配線用端子部４８Ｂは、タッチ配
線３１に対し、書き込み期間では第１共通信号を、センシング期間ではタッチ信号を、そ
れぞれ時分割して供給する。これに同期して書き込み期間では、ゲート回路部ＧＤＭ及び
ソース配線用端子部４８Ａは、ゲート配線２６及びソース配線２７に対して走査信号（画
素ＴＦＴ２３をＯＮにする信号）及び画像信号をそれぞれ供給するものの、センシング期
間ではソース配線２７に画像信号の供給を行わず、例えば画像信号の振幅中心電位となる
定電位を供給し、ゲート配線２６に画素ＴＦＴ２３をＯＦＦにする信号を供給する。一方
、駆動信号供給配線４４は、第１配線４１に対し、ＴＦＴ駆動期間である書き込み期間で
は駆動信号（ＴＦＴ５０をＯＮにする信号）を供給し、センシング期間ではＴＦＴ５０を
ＯＦＦにする信号を供給する。また、共通信号供給配線４５は、第２配線４２及び第３配
線４３に対し、ＴＦＴ駆動期間である書き込み期間とセンシング期間との両方で第２共通
信号を供給する。このように、駆動信号供給配線４４及び共通信号供給配線４５は、ゲー
ト配線２６に走査信号が伝送されている間、第１配線４１と第２配線４２及び第３配線４
３とに駆動信号と第２共通信号をそれぞれ供給し続ける。このようにすれば、画素ＴＦＴ
２３が駆動されている間、常にタッチ電極３０に第２共通信号が供給されるので、複数の
タッチ電極３０を基準電位に保つ上でより好適となる。
【００３５】
　以上説明したように本実施形態の液晶表示装置（位置入力機能付き表示装置）１０は、
画素電極２４と、画素電極２４に対して第２層間絶縁膜（絶縁膜）３９を介して少なくと
も一部が重畳するよう配される共通電極２５と、共通電極２５を分割してなり、位置入力
を行う位置入力体である指との間で静電容量を形成し、位置入力体である指による入力位
置を検出する複数のタッチ電極（位置検出電極）３０と、タッチ電極３０に接続されてタ
ッチ信号（位置検出信号）とタッチ電極３０を基準電位にする第１共通信号（共通信号）
とを時分割して供給するタッチ配線（位置検出配線）３１と、駆動信号が伝送される第１
配線４１と、第１配線４１と交差するよう延在する第２配線４２と、第１配線４１、第２
配線４２及びタッチ電極３０に接続されて第１配線４１に伝送される駆動信号により駆動
されると第２配線４２をタッチ電極３０に接続するＴＦＴ（スイッチング素子）５０と、
を備える。
【００３６】
　このようにすれば、画素電極２４と画素電極２４に対して第２層間絶縁膜３９を介して
少なくとも一部が重畳する共通電極２５との間には、画素電極２４に供給される電圧に基
づいた電位差が生じ得るものとされ、その電位差を利用して画像の表示がなされる。一方
、共通電極２５を分割してなる複数のタッチ電極３０は、位置入力を行う位置入力体であ
る指との間で静電容量を形成していて位置入力体である指による入力位置を検出すること
ができる。タッチ配線３１は、接続されたタッチ電極３０に、タッチ信号とタッチ電極３
０を基準電位にするための第１共通信号とを時分割して供給することで、上記した位置検
出機能と画像表示機能とを発揮させることができる。
【００３７】
　ところで、上記したようにタッチ電極３０にはタッチ信号と第１共通信号とが時分割し
て供給されるが、その信号が切り替えられるタイミングでは複数のタッチ電極３０の間に
電位差が生じることが懸念される。すなわち、タッチ電極３０の配置などによっては、タ
ッチ電極３０に接続されるタッチ配線３１の配線抵抗に起因して供給される第１共通信号
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に電圧降下が生じ、所定の基準電位に至らないタッチ電極３０が生じる可能性がある。そ
の点、ＴＦＴ５０は、第１配線４１に伝送される駆動信号によって駆動されると、第２配
線４２をタッチ電極３０に接続することができるので、例えば第２配線４２に第２共通信
号を伝送するようにしておけば、共通信号が第２配線４２からＴＦＴ５０を介してタッチ
電極３０に供給される。従って、タッチ配線３１からタッチ電極３０に供給される第１共
通信号に電圧降下が生じていても、タッチ電極３０を所定の基準電位に充電することがで
き、複数のタッチ電極３０の間に電位差が生じ難くなる。それ以外にも、例えば第２配線
４２を複数のタッチ電極３０に対してＴＦＴ５０を介して接続しておけば、第２配線４２
によって複数のタッチ電極３０を短絡することができるので、複数のタッチ電極３０の間
に電位差が生じ難くなる。また、共通電極２５を分割してなるタッチ電極３０にタッチ信
号と第１共通信号とを時分割して供給する構成を前提としているので、従来のように画素
電極２４に表示のための画像信号と検出のための書込み信号とを時分割して供給した場合
に比べると、表示時に共通電極２５を基準電位に保持するのが容易であり、表示品位が低
下し難くなっている。以上により、表示品位が優れたものとなる。
【００３８】
　また、第２共通信号（共通信号）を供給する共通信号供給配線（共通信号供給部）４５
と、第１配線４１に並行するよう延在していて第２配線４２に接続される第３配線４３と
、を備えており、第２配線４２及び第３配線４３の少なくとも一方は、共通信号供給配線
４５に接続されている。このようにすれば、共通信号供給配線４５から第２配線４２及び
第３配線４３の少なくとも一方に第２共通信号が供給されると、互いに接続された第２配
線４２及び第３配線４３にそれぞれ第２共通信号が伝送される。ＴＦＴ５０の駆動に伴っ
てタッチ電極３０には第２配線４２から第２共通信号が供給されるから、タッチ電極３０
を基準電位に保つ上で好適となる。
【００３９】
　また、第２配線４２及び第３配線４３は、それぞれ共通信号供給配線４５に接続されて
いる。このようにすれば、共通信号供給配線４５から第２配線４２及び第３配線４３のそ
れぞれに第２共通信号が供給されるから、第２配線４２及び第３配線４３の配線抵抗に起
因してタッチ電極３０に供給される第２共通信号に電圧降下が生じ難くなる。特に、当該
液晶表示装置１０の大型化が進行した場合に好適となる。
【００４０】
　また、第３配線４３は、第２配線４２の延在方向について隣り合うタッチ電極３０の間
に配される。第２配線４２の延在方向について隣り合うタッチ電極３０の間では、タッチ
電極３０である共通電極２５と画素電極２４との間に生じる電界が局所的に不安定になる
可能性がある。その点、第２配線４２の延在方向について隣り合うタッチ電極３０の間に
配される第３配線４３は、第２配線４２に接続されるとともに共通信号供給配線４５から
供給される第２共通信号により基準電位となっているから、共通電極２５と画素電極２４
との間に生じる電界が局所的に不安定になる事態を生じ難くすることができる。
【００４１】
　また、第２配線４２は、第１配線４１の延在方向について隣り合うタッチ電極３０の間
に配されている。第１配線４１の延在方向について隣り合うタッチ電極３０の間では、タ
ッチ電極３０である共通電極２５と画素電極２４との間に生じる電界が局所的に不安定に
なる可能性がある。その点、第１配線４１の延在方向について隣り合うタッチ電極３０の
間に配される第２配線４２は、第３配線４３に接続されるとともに共通信号供給配線４５
から供給される第２共通信号により基準電位となっているから、共通電極２５と画素電極
２４との間に生じる電界が局所的に不安定になる事態を生じ難くすることができる。
【００４２】
　また、ＴＦＴ５０は、第１配線４１と、第２配線４２と、第２配線４２を挟む少なくと
も２つのタッチ電極３０と、にそれぞれ接続されるよう少なくとも２つが設けられている
。このようにすれば、第１配線４１に駆動信号が伝送されると、第１配線４１に接続され
る少なくとも２つのＴＦＴ５０が駆動される。すると、少なくとも２つのＴＦＴ５０に接
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続される第２配線４２に伝送される第２共通信号が第２配線４２を挟む少なくとも２つの
タッチ電極３０に対してそれぞれ供給される。このように、互いに隣り合う少なくとも２
つのタッチ電極３０に対してその間に挟まれる第２配線４２から第２共通信号が分配され
るので、仮に各タッチ電極３０に対してＴＦＴ５０を介して異なる第２配線４２から第２
共通信号を供給するようにした場合に比べると、第２配線４２の配置効率が良好になる。
これにより、例えばタッチ配線３１の設置数を多く確保することが可能になるので、タッ
チ信号をタッチ電極３０に供給する上で好適となる。
【００４３】
　また、第１配線４１に並行するよう延在していて走査信号を伝送するゲート配線（走査
配線）２６と、第２配線４２に並行するよう延在していて画像信号を伝送するソース配線
（信号配線）２７と、ゲート配線２６、ソース配線２７及び画素電極２４に接続されてゲ
ート配線２６に伝送される走査信号により駆動されてソース配線２７に伝送される画像信
号を画素電極２４に供給する画素ＴＦＴ（画素スイッチング素子）２３と、ゲート配線２
６に接続されてゲート配線２６に走査信号を供給するゲート回路部（走査信号供給部）Ｇ
ＤＭと、ゲート回路部ＧＤＭに隣り合って配されて第２配線４２に並行するよう延在して
いて第１配線４１に接続されて第１配線４１に駆動信号を供給する駆動信号供給配線（駆
動信号供給部）４４と、を備える。このようにすれば、画素ＴＦＴ２３は、ゲート回路部
ＧＤＭからゲート配線２６に供給される走査信号によって駆動されると、ソース配線２７
に伝送される画像信号を画素電極２４に供給することができ、画素電極２４を所定の電位
に充電することができる。ＴＦＴ５０は、駆動信号供給配線４４から第１配線４１に供給
される駆動信号に基づいて駆動される。駆動信号供給配線４４は、ゲート回路部ＧＤＭに
隣り合って配されて第２配線４２に並行するよう延在しているから、その配置スペースが
少なく済むとともに、第２配線４２の延在方向に沿って複数の第１配線４１が並ぶ場合に
それら複数の第１配線４１に対して一括して駆動信号を供給することができて好適である
。
【００４４】
　また、第１配線４１に並行するよう延在していて走査信号を伝送するゲート配線２６と
、第２配線４２に並行するよう延在していて画像信号を伝送するソース配線２７と、ゲー
ト配線２６、ソース配線２７及び画素電極２４に接続されてゲート配線２６に伝送される
走査信号により駆動されてソース配線２７に伝送される画像信号を画素電極２４に供給す
る画素ＴＦＴ２３と、第１配線４１に接続されて第１配線４１に駆動信号を供給する駆動
信号供給配線４４と、を備えており、駆動信号供給配線４４は、ゲート配線２６に走査信
号が伝送される前のタイミングで第１配線４１に駆動信号を供給し、ゲート配線２６に走
査信号が伝送されている間は第１配線４１に駆動信号を供給することがない。このように
すれば、画素ＴＦＴ２３は、ゲート配線２６に伝送される走査信号によって駆動されると
、ソース配線２７に伝送される画像信号を画素電極２４に供給することができ、画素電極
２４を所定の電位に充電することができる。ＴＦＴ５０は、駆動信号供給配線４４から第
１配線４１に供給される駆動信号に基づいて駆動されており、画素ＴＦＴ２３が駆動され
る前のタイミングで選択的にタッチ電極３０に第２共通信号を供給している。ここで、仮
に画素電極２４に隣接する第１配線４１の電位が、画素ＴＦＴ２３がＯＮ状態の時と、Ｏ
ＦＦ状態の時と、で異なる画素電極２４を含むことになると、第１配線４１と隣接する画
素電極２４との間に生じる寄生容量により第１配線４１に隣接する画素電極２４と他の画
素電極２４とに電位差が生じてしまい、第１配線４１の延在方向に沿う筋状の表示ムラが
生じるおそれがある。その点、上記したように画素ＴＦＴ２３が駆動される前のタイミン
グでＴＦＴ５０が選択的に駆動されることで、第１配線４１と隣接する画素電極２４との
間に生じる寄生容量に起因する画素電極２４の電位差が低減される。これにより、第１配
線４１の延在方向に沿う筋状の表示ムラが生じ難くなる。
【００４５】
　また、第１配線４１に並行するよう延在していて走査信号を伝送するゲート配線２６と
、第２配線４２に並行するよう延在していて画像信号を伝送するソース配線２７と、ゲー
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ト配線２６、ソース配線２７及び画素電極２４に接続されてゲート配線２６に伝送される
走査信号により駆動されてソース配線２７に伝送される画像信号を画素電極２４に供給す
る画素ＴＦＴ２３と、第１配線４１に接続されて第１配線４１に駆動信号を供給する駆動
信号供給配線４４と、を備えており、駆動信号供給配線４４は、ゲート配線２６に走査信
号が伝送されている間、第１配線４１に駆動信号を供給し続ける。このようにすれば、画
素ＴＦＴ２３は、ゲート配線２６に伝送される走査信号によって駆動されると、ソース配
線２７に伝送される画像信号を画素電極２４に供給することができ、画素電極２４を所定
の電位に充電することができる。ＴＦＴ５０は、駆動信号供給配線４４から第１配線４１
に供給される駆動信号に基づいて駆動されており、画素ＴＦＴ２３が駆動されている間、
常にタッチ電極３０に第２共通信号を供給することになる。これにより、複数のタッチ電
極３０を基準電位に保つ上でより好適となる。
【００４６】
　＜実施形態２＞
　本発明の実施形態２を図１２から図１５によって説明する。この実施形態２では、第１
配線１４１、第２配線１４２及び第３配線１４３の構成などを変更したものを示す。なお
、上記した実施形態１と同様の構造、作用及び効果について重複する説明は省略する。
【００４７】
　本実施形態に係るアレイ基板１２１には、図１２及び図１３に示すように、上記した実
施形態１に記載した駆動信号供給配線４４及び共通信号供給配線４５（図２を参照）が共
に設けられない構成となっている。これに伴い、本実施形態に係る第２配線１４２及び第
３配線１４３は、互いに接続されているものの、共通信号の供給を受けることがないもの
とされる。なお、Ｙ軸方向に沿って延在する第２配線１４２と、Ｘ軸方向に沿って延在す
る第３配線１４３と、は、それぞれの延在方向と直交（交差）する方向に沿って複数ずつ
が間隔を空けて並んで配されている。一方、第１配線１４１は、ゲート回路部（信号供給
部）ＧＤＭから駆動信号の供給を受けることができるよう、ゲート回路部ＧＤＭに接続さ
れている。詳しくは、Ｙ軸方向について間隔を空けて並ぶ複数の第１配線１４１は、それ
ぞれＹ軸方向についてゲート配線１２６によって挟み込まれる配置とされている。これら
複数の第１配線１４１は、複数のゲート配線１２６と共にゲート回路部ＧＤＭに備わるシ
フトレジスタ回路に接続されることで、Ｙ軸方向について図１２及び図１３に示す上端（
一端）から下端（他端）へ向けて順次に走査されるようになっている。従って、ゲート回
路部ＧＤＭから第１配線１４１に駆動信号が供給されると、第１配線１４１に接続された
複数のＴＦＴ１５０が駆動される。すると、第２配線１４２が第２配線１４２を挟み込む
少なくとも２つのタッチ電極１３０に接続される。このとき、第２配線１４２を挟み込む
少なくとも２つのタッチ電極１３０は、第２配線１４２によって短絡されることで同電位
に保たれる。従って、タッチ配線１３１により供給された共通信号によって基準電位とな
った複数のタッチ電極１３０の間に電位差が生じ難くなる。このような構成によれば、第
２配線１４２に共通信号を供給するための構成（上記した実施形態１に記載した共通信号
供給配線４５）を設置する必要がないから、狭額縁化を図る上で好適となる。
【００４８】
　しかも、Ｘ軸方向（第１配線１４１の延在方向）について間隔を空けて並ぶ複数の第２
配線１４２には、図１２及び図１３に示すように、Ｘ軸方向に沿って延在する第３配線１
４３が接続されているから、第１配線１４１に駆動信号が伝送されて少なくとも２つずつ
のＴＦＴ１５０が駆動されると、複数の第２配線１４２によってそれぞれ短絡された少な
くとも２つのタッチ電極１３０の組同士が第３配線１４３によって短絡されて同電位とな
る。これにより、Ｘ軸方向に沿って並んで１つの行をなす複数のタッチ電極１３０の間に
電位差が生じる事態が生じ難くなる。さらには、第１配線１４１は、ゲート配線１２６に
走査信号を供給するゲート回路部ＧＤＭに接続されて駆動信号の供給を受けるようになっ
ているから、上記した実施形態１のようにゲート回路部ＧＤＭとは別途に駆動信号供給配
線４４を設置した構成に比べると、駆動信号供給配線４４が不要になる分だけ配置スペー
スを削減することができる。これにより、狭額縁化を図る上でさらに好適となる。
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【００４９】
　第２配線１４２は、図１３及び図１４に示すように、互いに異なる第３配線１４３に接
続される複数の分割第２配線５１に分割されている。詳しくは、第２配線１４２の分割数
、つまりＹ軸方向についての分割第２配線５１の並び数は、Ｙ軸方向についてのタッチ電
極１３０の設置数と一致している。つまり、第２配線１４２は、Ｙ軸方向に沿って並ぶ複
数のタッチ電極１３０に対して分割第２配線５１が個別にＴＦＴ１５０を介して接続され
るよう分割されている。従って、分割第２配線５１は、Ｙ軸方向についての長さ寸法が、
タッチ電極１３０の同長さ寸法に近似したものとなっている。第２配線１４２の分割位置
、つまり分割第２配線５１の端部は、第３配線１４３との接続箇所とほぼ一致している。
複数の分割第２配線５１は、それぞれ異なる第３配線１４３に接続されており、それによ
りＸ軸方向に沿って並んで行をなす複数のタッチ電極１３０をそれぞれ同電位に保つこと
が可能とされる。複数の分割第２配線５１が他の配線（第１配線１４１及びゲート配線１
２６など）と重畳する数は、上記した実施形態１のように第２配線４２を非分割とした場
合に第２配線４２が他の配線と重畳する数に比べると、第２配線１４２の分割数分の一程
度にまで少なくなっている。これにより、他の配線と各分割第２配線５１との間に生じる
寄生容量を低減することができる。しかも、複数のタッチ電極１３０にタッチ信号が供給
されている間、Ｘ軸方向に沿って並んで行をなす複数のタッチ電極１３０のうちの一つと
、別の行の複数のタッチ電極１３０との間で第２配線１４２と第３配線１４３とを介して
生じる寄生容量も、第２配線１４２を複数の分割第２配線５１に分割することによって低
減される。以上により、表示品位の向上とタッチ精度の向上とを図ることができる。
【００５０】
　続いて、ＴＦＴ１５０を駆動する手法について図１５を参照しつつ説明する。図１５は
、液晶パネル１１１において画像を表示する第１書き込み期間及び第２書き込み期間と、
タッチ検出を行う第１センシング期間（第１位置検出期間）及び第２センシング期間（第
２位置検出期間）と、の関係を表す図である。本実施形態では、図１５に示すように、液
晶パネル１１１の表示領域ＡＡを、同図上側の第１表示領域ＡＡ１と、同図下側の第２表
示領域ＡＡ２と、に分けて画像の書き込みを行うようにしている。つまり、一フレーム書
き込み期間が第１書き込み期間と第２書き込み期間とに分割されている。詳しくは、第１
書き込み期間では、ゲート回路部ＧＤＭは、第１表示領域ＡＡ１に配される複数のゲート
配線１２６に走査信号を供給して第１表示領域ＡＡ１に配される画素ＴＦＴ１２３を順次
に駆動し、第２書き込み期間では、第２表示領域ＡＡ２に配される複数のゲート配線１２
６に走査信号を供給して第２表示領域ＡＡ２に配される画素ＴＦＴ１２３を順次に駆動し
ている。なお、表示領域ＡＡに配されるゲート配線１２６の総数を「ｎ本」とし、走査開
始位置に配されるゲート配線１２６を「１番目のゲート配線１２６」とし、走査終了位置
に配されるゲート配線１２６を「ｎ番目のゲート配線１２６」としたとき、第１書き込み
期間では、第１表示領域ＡＡ１に配される１番目から（ｎ／２）番目のゲート配線１２６
を走査し、第２書き込み期間では、第２表示領域ＡＡ２に配される（（ｎ／２）＋１）番
目からｎ番目のゲート配線１２６を走査している。なお、「ｎ」は自然数である。
【００５１】
　一方、第１書き込み期間では、ゲート回路部ＧＤＭは、図１５に示すように、第１表示
領域ＡＡ１に配される複数の第１配線１４１に駆動信号を供給して第１表示領域ＡＡ１に
配されるＴＦＴ１５０を順次に駆動し、第２書き込み期間では、第２表示領域ＡＡ２に配
される複数の第１配線１４１に駆動信号を供給して第２表示領域ＡＡ２に配されるＴＦＴ
１５０を順次に駆動している。なお、表示領域ＡＡに配される第１配線１４１の総数を「
ｍ本」とし、最も走査開始位置近くに配される第１配線１４１を「１番目の第１配線１４
１」とし、最も走査終了位置近くに配される第１配線１４１を「ｍ番目の第１配線１４１
」としたとき、第１書き込み期間では、第１表示領域ＡＡ１に配される１番目から（ｍ／
２）番目の第１配線１４１を走査し、第２書き込み期間では、第２表示領域ＡＡ２に配さ
れる（（ｍ／２）＋１）番目からｍ番目の第１配線１４１を走査している。なお、「ｍ」
は自然数である。例えば、ｍは列方向に並ぶタッチ電極１３０の数の２倍としている。こ
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れは、ゲート回路部ＧＤＭが、１番目のゲート配線１２６から順にｎ番目のゲート配線１
２６まで駆動する方法と、ｎ番目のゲート配線１２６から順に１番目のゲート配線１２６
まで駆動する方法と、を選択できるスキャン方向の切り替え機能を有する場合を考慮して
、いずれの場合でも前述の表示品位の向上とタッチ精度の向上の効果を得られるようにす
るためである。なお、ゲート回路部ＧＤＭに備わる各シフトレジスタ回路と第１配線１４
１との接続は、ゲート配線１２６と第１配線１４１との配列順を考慮したうえで、その接
続順を決定する。
【００５２】
　これに対し、タッチ配線用端子部（第２の信号供給部）１４８Ｂは、図１５に示すよう
に、第１書き込み期間では第１表示領域ＡＡ１に配された全てのタッチ電極１３０に接続
された各タッチ配線１３１に共通信号を供給し、第２書き込み期間では第２表示領域ＡＡ
２に配された全てのタッチ電極１３０に接続された各タッチ配線１３１に共通信号を供給
する。なお、タッチ配線用端子部１４８Ｂは、第１書き込み期間及び第２書き込み期間の
双方において表示領域ＡＡに配された全てのタッチ電極１３０に接続された各タッチ配線
１３１に対して共通信号を供給するようにしてもよい。タッチ検出に関しては、第１書き
込み期間が行われた後で第２書き込み期間が行われる前のタイミングで第１センシング期
間が行われ、第２書き込み期間が行われた後で次のフレーム書き込み期間に含まれる第１
書き込み期間が行われる前のタイミングで第２センシング期間が行われている。つまり、
一フレーム書き込み期間においてタッチ検出を２回行うようにしており、上記した実施形
態１に比べると、タッチ検出に係る精度が高いものとなる。これにより、位置入力体であ
る指が素早く動作した場合でもその動作を適切に検出することができる。第１センシング
期間及び第２センシング期間では、タッチ配線用端子部１４８Ｂは、それぞれ表示領域Ａ
Ａに配された全てのタッチ電極１３０に接続された各タッチ配線１３１に対してタッチ信
号を供給している。なお、図１５では、表示領域ＡＡを網掛け状にして図示することで、
全てのタッチ電極１３０に対してタッチ信号を供給する様子を表している。
【００５３】
　以上の手法によれば、タッチ配線用端子部１４８Ｂは、ゲート回路部ＧＤＭによるゲー
ト配線１２６及び第１配線１４１の走査が行われる第１書き込み期間と第２書き込み期間
とでは、タッチ配線１３１に共通信号を供給している。一方、タッチ配線用端子部１４８
Ｂは、ゲート回路部ＧＤＭによる走査が行われる途中のタイミングである第１センシング
期間と、ゲート回路部ＧＤＭによる走査が他端に達したタイミングである第２センシング
期間と、でタッチ配線１３１にタッチ信号を供給している。これにより、位置入力体であ
る指による位置入力を２回検出することができるので、タッチ検出に係る精度が高いもの
となる。ところで、例えば第１書き込み期間から第１センシング期間を経て第２書き込み
期間が行われる際や第２書き込み期間から第２センシング期間を経て第１書き込み期間が
行われる際、つまりゲート回路部ＧＤＭによる走査が再開される際には、再開直後に走査
信号が供給されるゲート配線１２６により駆動される画素ＴＦＴ１２３に接続された画素
電極１２４との間で電界を形成する複数のタッチ電極１３０は、タッチ配線１３１から共
通信号の供給を受けるものの、配線抵抗に起因する電圧降下のために、他の複数のタッチ
電極１３０とは電位差が生じてしまい、ブロック状または帯状の表示ムラが視認される可
能性がある。その点、本実施形態によれば、第１書き込み期間や第２書き込み期間におい
てゲート回路部ＧＤＭによる走査が再開されると、その直前に第１配線１４１に駆動信号
が供給されることで、再開直後に走査信号が供給されるゲート配線１２６により駆動され
る画素ＴＦＴ１２３に接続された画素電極１２４との間で電界を形成する複数のタッチ電
極１３０をＴＦＴ１５０及び第２配線１４２により同電位に保つことができる。これによ
り、ゲート回路部ＧＤＭによる走査が再開されたときにブロック状または帯状の表示ムラ
が視認される事態が生じ難くなる。
【００５４】
　以上説明したように本実施形態によれば、ＴＦＴ１５０は、第２配線１４２と複数のタ
ッチ電極１３０とを接続するよう複数が配されており、第２配線１４２は、複数のＴＦＴ
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１５０を介して複数のタッチ電極１３０に対して接続されている。このようにすれば、複
数のＴＦＴ１５０が駆動されると、第２配線１４２によって複数のタッチ電極１３０が短
絡される。これにより、短絡された複数のタッチ電極１３０が同電位に保たれるので、タ
ッチ配線１３１により供給された共通信号によって基準電位となった複数のタッチ電極１
３０の間に電位差が生じ難くなる。このような構成によれば、第２配線１４２に共通信号
を供給するための構成（共通信号供給配線４５）を設置する必要がないから、狭額縁化を
図る上で好適となる。
【００５５】
　また、第２配線１４２は、第１配線１４１の延在方向について複数が間隔を空けて配さ
れおり、第１配線１４１に並行するよう延在していて複数の第２配線１４２に接続される
第３配線１４３を備えており、第１配線１４１は、第２配線１４２を複数のタッチ電極１
３０に接続する複数のＴＦＴ１５０に対して接続されている。このようにすれば、第１配
線１４１に駆動信号が伝送されると、複数のＴＦＴ１５０が同じタイミングで駆動され、
第２配線１４２によって複数のタッチ電極１３０が短絡される。しかも、第３配線１４３
は、第１配線１４１の延在方向について間隔を空けて配される複数の第２配線１４２に接
続されているので、複数の第２配線１４２に対して複数ずつのＴＦＴ１５０を介して接続
された複数ずつのタッチ電極１３０が同電位となる。これにより、第１配線１４１の延在
方向に沿って並ぶ複数のタッチ電極１３０の間に電位差が生じる事態が生じ難くなる。
【００５６】
　また、第１配線１４１に並行するよう延在していて走査信号を伝送するゲート配線１２
６と、第２配線１４２に並行するよう延在していて画像信号を伝送するソース配線１２７
と、ゲート配線１２６、ソース配線１２７及び画素電極１２４に接続されてゲート配線１
２６に伝送される走査信号により駆動されてソース配線１２７に伝送される画像信号を画
素電極１２４に供給する画素ＴＦＴ１２３と、ゲート配線１２６及び第１配線１４１に接
続されてゲート配線１２６に走査信号を、第１配線１４１に駆動信号を、それぞれ供給す
るゲート回路部（信号供給部）ＧＤＭと、を備える。このようにすれば、画素ＴＦＴ１２
３は、ゲート配線１２６に伝送される走査信号によって駆動されると、ソース配線１２７
に伝送される画像信号を画素電極１２４に供給することができ、画素電極１２４を所定の
電位に充電することができる。ゲート回路部ＧＤＭは、ゲート配線１２６に走査信号を、
第１配線１４１に駆動信号を、それぞれ所定のタイミングで供給することができる。仮に
ゲート配線１２６と第１配線１４１とにそれぞれ接続される信号供給部を個別に設置した
場合に比べると、配置スペースを削減することができ、狭額縁化を図る上で好適となる。
【００５７】
　また、タッチ配線１３１にタッチ信号と共通信号とを時分割して供給するタッチ配線用
端子部（第２の信号供給部）１４８Ｂを備えており、ゲート配線１２６及び第１配線１４
１は、第２配線１４２の延在方向について複数ずつが間隔を空けて並んで配されており、
ゲート回路部ＧＤＭは、複数ずつのゲート配線１２６及び第１配線１４１を、第２配線１
４２の延在方向ついての一端から他端へ向けて順次に走査する形で走査信号及び駆動信号
の供給を行うようにしており、タッチ配線用端子部１４８Ｂは、ゲート回路部ＧＤＭによ
る走査が行われる間はタッチ配線１３１に共通信号を供給し、ゲート回路部ＧＤＭによる
走査が行われる途中のタイミングと、ゲート回路部ＧＤＭによる走査が他端に達したタイ
ミングと、でタッチ配線１３１にタッチ信号を供給する。このようにすれば、第２配線１
４２の延在方向について複数ずつが間隔を空けて並ぶゲート配線１２６及び第１配線１４
１には、ゲート回路部ＧＤＭから走査信号及び駆動信号が第２配線１４２の延在方向につ
いて一端から他端へ向けて順次にする形で供給される。ゲート回路部ＧＤＭによる走査が
行われている間は、タッチ配線用端子部１４８Ｂからタッチ配線１３１に共通信号が供給
される。これに対し、ゲート回路部ＧＤＭによる走査の途中のタイミングと、ゲート回路
部ＧＤＭによる走査が他端に達したタイミングと、では、タッチ配線用端子部１４８Ｂか
らタッチ配線１３１にタッチ信号が供給されることで、位置入力体である指による位置入
力を複数回検出することができる。これにより、位置検出に係る精度が高いものとなる。
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ここで、例えばゲート回路部ＧＤＭによる走査の途中のタイミングでタッチ配線用端子部
１４８Ｂによるタッチ信号の供給が行われた後、ゲート回路部ＧＤＭによる走査が再開さ
れる際には、再開直後に走査信号が供給されるゲート配線１２６により駆動される画素Ｔ
ＦＴ１２３に接続された画素電極１２４との間で電界を形成する複数のタッチ電極１３０
は、タッチ配線１３１から共通信号の供給を受けるものの、配線抵抗に起因する電圧降下
のために、他の複数のタッチ電極１３０とは電位差が生じてしまい、ブロック状または帯
状の表示ムラが視認される可能性がある。その点、ゲート回路部ＧＤＭによる走査が再開
されると、その直前に第１配線１４１に駆動信号が供給されることで、再開直後に走査信
号が供給されるゲート配線１２６により駆動される画素ＴＦＴ１２３に接続された画素電
極１２４との間で電界を形成する複数のタッチ電極１３０をＴＦＴ１５０及び第２配線１
４２により同電位に保つことができる。これにより、ゲート回路部ＧＤＭによる走査が再
開されたときにブロック状または帯状の表示ムラが視認される事態が生じ難くなる。
【００５８】
　また、第３配線１４３は、第２配線１４２の延在方向について複数が間隔を空けて配さ
れており、第２配線１４２は、互いに異なる第３配線１４３に接続される複数の分割第２
配線５１に分割されている。このようにすれば、第２配線１４２を構成する複数の分割第
２配線５１は、それぞれ異なる第３配線１４３に接続されることで、第１配線１４１の延
在方向に沿って並ぶ複数ずつのタッチ電極１３０を同電位に保つことができる。第２配線
１４２が複数の分割第２配線５１に分割されることで、仮に第２配線を非分割とした場合
に非分割の第２配線が他の配線と重畳する数に比べると、各分割第２配線５１が他の配線
と重畳する数が少なくなる。これにより、他の配線と各分割第２配線５１との間に生じる
寄生容量を低減することができる。しかも、複数のタッチ電極１３０にタッチ信号が供給
されている間、Ｘ軸方向に沿って並んで行をなす複数のタッチ電極１３０のうちの一つと
、別の行の複数のタッチ電極１３０との間で第２配線１４２と第３配線１４３とを介して
生じる寄生容量を、第２配線１４２を複数の分割第２配線５１に分割することによって低
減することができる。以上により、表示品位の向上と位置検出精度の向上とを図ることが
できる。
【００５９】
　＜実施形態３＞
　本発明の実施形態３を図１６によって説明する。この実施形態３では、上記した実施形
態１から共通信号供給配線２４５の構成などを変更したものを示す。なお、上記した実施
形態１と同様の構造、作用及び効果について重複する説明は省略する。
【００６０】
　本実施形態に係る共通信号供給配線２４５は、図１６に示すように、第２配線２４２及
び第３配線２４３のうちの第３配線２４３とは非接続とされ、第２配線２４２に対して選
択的に接続されている。このようにすれば、共通信号供給配線２４５から第２配線２４２
に第２共通信号が供給されると、第２配線２４２に接続された第３配線２４３にも第２共
通信号が伝送される。共通信号供給配線２４５は、表示領域ＡＡとドライバ２１２の実装
領域との間には介在するよう配されるものの、ゲート回路部ＧＤＭと表示領域ＡＡとの間
に配されることがない。従って、上記した実施形態１のように共通信号供給配線４５が第
２配線４２及び第３配線４３の両方に接続される場合に比べると、Ｘ軸方向（第１配線２
４１及び第３配線２４３の延在方向）について共通信号供給配線２４５の配置スペースが
少なく済む。これにより、Ｘ軸方向についての額縁幅を削減する上で好適となる。本実施
形態では、液晶パネル２１１が縦長の方形状をなしており、ドライバ２１２が実施形態１
よりも少ない２つとされているが、このような縦長形状の液晶表示装置２１０に特に好適
となる。
【００６１】
　以上説明したように本実施形態によれば、共通信号供給配線２４５には、第２配線２４
２及び第３配線２４３のうちの一方である第３配線２４３が非接続とされて他方である第
２配線２４２が選択的に接続されている。このようにすれば、共通信号供給配線２４５か
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ら第２配線２４２及び第３配線２４３のうちの他方である第２配線２４２に第２共通信号
が供給されると、他方である第２配線２４２に接続された一方である第３配線２４３にも
第２共通信号が伝送される。仮に、共通信号供給配線２４５が第２配線２４２及び第３配
線２４３の両方に接続される場合に比べると、第１配線２４１及び第３配線２４３の延在
方向について共通信号供給配線２４５の配置スペースが少なく済む。これにより、狭額縁
化を図る上で好適となる。
【００６２】
　＜実施形態４＞
　本発明の実施形態４を図１７によって説明する。この実施形態４では、上記した実施形
態１から共通信号供給配線３４５の構成を変更したものを示す。なお、上記した実施形態
１と同様の構造、作用及び効果について重複する説明は省略する。
【００６３】
　本実施形態に係る共通信号供給配線３４５は、図１７に示すように、第２配線３４２及
び第３配線３４３のうちの第２配線３４２とは非接続とされ、第３配線３４３に対して選
択的に接続されている。このようにすれば、共通信号供給配線３４５から第３配線３４３
に第２共通信号が供給されると、第３配線３４３に接続された第２配線３４２にも第２共
通信号が伝送される。共通信号供給配線３４５は、ゲート回路部ＧＤＭと表示領域ＡＡと
の間に配されるものの、表示領域ＡＡとドライバ３１２の実装領域との間には介在するよ
う配されることがない。従って、上記した実施形態１のように共通信号供給配線４５が第
２配線４２及び第３配線４３の両方に接続される場合に比べると、Ｙ軸方向（第２配線３
４２の延在方向）について共通信号供給配線３４５の配置スペースが少なく済む。これに
より、Ｙ軸方向についての額縁幅を削減する上で好適となる。
【００６４】
　以上説明したように本実施形態によれば、共通信号供給配線３４５には、第２配線３４
２及び第３配線３４３のうちの一方である第２配線３４２が非接続とされて他方である第
３配線３４３が選択的に接続されている。このようにすれば、共通信号供給配線３４５か
ら第２配線３４２及び第３配線３４３のうちの他方である第３配線３４３に第２共通信号
が供給されると、他方である第３配線３４３に接続された一方である第２配線３４２にも
第２共通信号が伝送される。仮に、共通信号供給配線３４５が第２配線３４２及び第３配
線３４３の両方に接続される場合に比べると、第２配線３４２の延在方向について共通信
号供給配線３４５の配置スペースが少なく済む。これにより、狭額縁化を図る上で好適と
なる。
【００６５】
　＜他の実施形態＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定されるものではなく、例え
ば次のような実施形態も本発明の技術的範囲に含まれる。
　（１）上記した各実施形態では、第２配線がＸ軸方向について隣り合うタッチ電極の間
に配されていてタッチ電極とは非重畳の配置となる場合を示したが、第２配線にタッチ電
極と重畳する配置となるものが含まれていても構わない。その場合、タッチ電極と重畳す
る配置の第２配線は、重畳するタッチ電極に対してＴＦＴを介して接続される構成となる
。このとき、第２配線は、非分割であれば、Ｙ軸方向に沿って並んで列をなす複数のタッ
チ電極に対して複数のＴＦＴを介してそれぞれ接続されるのが好ましいが、必ずしもその
限りではない。なお、第２配線が複数に分割される場合でも、分割第２配線がＹ軸方向に
沿って並ぶ複数のタッチ電極に対して複数のＴＦＴを介してそれぞれ接続される構成を採
ることも可能であるが、必ずしもその限りではない。
　（２）上記した各実施形態では、第３配線がＹ軸方向について隣り合うタッチ電極の間
に配されていてタッチ電極とは非重畳の配置となる場合を示したが、第３配線にタッチ電
極と重畳する配置となるものが含まれていても構わない。
　（３）上記した実施形態１，３，４では、ゲート回路部とは別途に共通信号供給配線を
設置した場合を示したが、第２配線及び第３配線のいずれか一方または両方をゲート回路
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部に接続し、共通信号供給配線を省略することも可能である。
　（４）上記した実施形態１，３，４では、ゲート回路部とは別途に駆動信号供給配線を
設置した場合を示したが、第１配線をゲート回路部に接続し、駆動信号供給配線を省略す
ることも可能である。その場合、ゲート回路部に備わるリセット用の信号線や開始信号線
を利用して第１配線に駆動信号を供給することができる。
　（５）上記した実施形態２では、書き込み期間を２分割した駆動方法を例示したが、書
き込み期間を３以上に分割することも勿論可能である。その場合、一フレーム書き込み期
間に含まれるセンシング期間が３回以上になるので、タッチ検出に係る精度をより向上さ
せることができる。
　（６）上記した実施形態２に記載した第２配線における具体的な分割数や分割位置は、
適宜に変更可能である。例えば、Ｙ軸方向に沿って並ぶ複数のタッチ電極に対して分割第
２配線が複数のＴＦＴを介してそれぞれ接続される構成を採ることも可能である。
　（７）上記した各実施形態では、ソース配線とタッチ配線とが異なる層に配されて互い
に重畳配置される構成を示したが、ソース配線とタッチ配線とが同層に配されて互いに非
重畳の配置（例えばＸ軸方向について間隔を空けて並ぶ配置など）とされる構成であって
も構わない。
　（８）上記した各実施形態では、タッチ配線とタッチ電極とが異なる層に配される構成
を示したが、タッチ配線とタッチ電極とが同層に配される構成であっても構わない。その
場合、接続対象外のタッチ電極とタッチ配線との間には、スリットを入れて相互を分離す
ればよい。
　（９）上記した各実施形態では、画素電極が第１透明電極膜からなり、共通電極及びタ
ッチ電極が第２透明電極膜からなる場合を示したが、画素電極が第２透明電極膜からなり
、共通電極及びタッチ電極が第１透明電極膜からなるようにすることも可能である。
　（１０）上記した各実施形態以外にも、液晶パネルの具体的な画面サイズや解像度など
は適宜に変更可能である。
　（１１）上記した各実施形態以外にも、液晶パネルにおける画素部の具体的な配列ピッ
チは適宜に変更可能である。
　（１２）上記した各実施形態では、アレイ基板に２つまたは４つのドライバが実装され
る場合を示したが、アレイ基板におけるドライバの実装数は適宜に変更可能である。
　（１３）上記した各実施形態では、アレイ基板にゲート回路部が設けられた場合を示し
たが、ゲート回路部を省略し、アレイ基板にゲート回路部と同様の機能を有するゲートド
ライバを実装するようにしても構わない。また、ゲート回路部をアレイ基板における片側
の辺部のみに設けることも可能である。
　（１４）上記した各実施形態以外にも、共通電極に設けられた画素重畳開口部の具体的
な平面形状は適宜に変更可能である。画素重畳開口部の平面形状を例えばＶ字型や直線状
などにすることも可能である。また、画素重畳開口部の具体的な設置数や配列ピッチなど
も適宜に変更可能である。
　（１５）上記した各実施形態では、アレイ基板においてＴＦＴがジグザグ状に平面配置
された場合を示したが、ＴＦＴがマトリクス状に平面配置されていても構わない。
　（１６）上記した各実施形態では、遮光部がＣＦ基板側に設けられた場合を示したが、
遮光部がアレイ基板側に設けられていても構わない。
　（１７）上記した各実施形態以外にも、ＴＦＴのチャネル部を構成する半導体膜は、ポ
リシリコンであっても構わない。その場合は、ＴＦＴをボトムゲート型とするか、チャネ
ル部の下層（バックライト装置を設置する側）に遮光膜を備えるトップゲート型とするの
が好ましい。
　（１８）上記した各実施形態では、タッチパネルパターンが自己容量方式とされる場合
を示したが、タッチパネルパターンが相互容量方式であっても構わない。
　（１９）上記した各実施形態では、透過型の液晶パネルを例示したが、反射型の液晶パ
ネルや半透過型の液晶パネルであっても本発明は適用可能である。
　（２０）上記した各実施形態では、液晶表示装置（液晶パネルやバックライト装置）の
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平面形状が横長または縦長の長方形とされる場合を示したが、液晶表示装置の平面形状が
正方形、円形、半円形、長円形、楕円形、台形などであっても構わない。
【符号の説明】
【００６６】
　１０，２１０…液晶表示装置（位置入力機能付き表示装置）、２３，１２３…画素ＴＦ
Ｔ（画素スイッチング素子）、２４，１２４…画素電極、２５…共通電極、２６，１２６
…ゲート配線（走査配線）、２７，１２７…ソース配線（信号配線）、３０，１３０…タ
ッチ電極（位置検出電極）、３１，１３１…タッチ配線（位置検出配線）、３９…第２層
間絶縁膜（絶縁膜）、４１，１４１，２４１，３４１…第１配線、４２，１４２，２４２
，３４２…第２配線、４２Ａ…第１突出部（突出部）、４３，１４３，２４３，３４３…
第３配線、４４…駆動信号供給配線（駆動信号供給部）、４５，２４５，３４５…共通信
号供給配線（共通信号供給部）、５０，１５０…ＴＦＴ（スイッチング素子）、５１…分
割第２配線、１４８Ｂ…タッチ配線用端子部（第２の信号供給部）、ＧＤＭ…ゲート回路
部（走査信号供給部、信号供給部）

【図１】 【図２】
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